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表紙写真：第10回西条市立て干し網（関連記事27ページ）



　現在使用されている被保険者証（保険証）の有効期限は平成22年
７月31日です。７月末までに新しい保険証を簡易書留で郵送します
ので、８月からは新しい保険証を使用してください。
■留守などで受け取れなかった場合
　保険証を受け取れなかった方は、保険証送付の担当課へお問い合
わせください。現在お持ちの保険証など身分を明らかにするものを
提示いただいた上でお引き渡しします。その際、印鑑も必要です。

　国民健康保険または長寿医療制度の被保険者で、住民税が非課税の世帯や一定の条件に該当する方に対
して、入院時の食事代を減額する「減額認定証」と、入院時の窓口の支払いを自己負担限度額までとする
「限度額適用認定証」の交付を行っています。
　交付を受けるには申請が必要です。各認定証は、申請をした月の初日から有効となります。申請月前の
食事代や自己負担額は対象となりませんので、各認定証が必要な方は早めに申請してください。
　すでに認定証の交付を受けている方も、７月31日㈯が有効期限となりますので、７月23日㈮以降、早め
に更新の申請（※１）をしてください。
※１　長寿医療制度の被保険者で交付申請をした時と条件が変わっていない方には、保険証の送付の際に
　　認定証も同封していますので、更新の手続きは必要ありません。ただし、適用区分Ⅱの方の長期入院
　　該当申請は必要となります。
■申請に必要なもの
○印鑑、加入している保険証
○すでに交付を受けている方は、減額認定証、限度額適用認定証
○各認定証の交付を受けている方で、申請月から過去１年間の入院日数が通算で90日を超える方は、入院
　日数を確認できる領収書または請求書
○国民健康保険の被保険者で、平成22年１月２日以降に転入した方は、平成22年１月１日現在の住所地で
　発行された住民税非課税証明書または住民税課税証明書

　70歳以上75歳未満の国民健康保険の被保険者、長寿医療制度の被保険者は、医療機関で診療を受けたと
きの自己負担割合が、前年の所得に応じて「１割」か「３割（現役並み所得者）」になります。
　自己負担割合が３割になる方は下表のとおりです。ただし、収入額の合計が一定額未満の方は、申請を
することで自己負担割合を１割に変更できます。申請が必要な方には事前に通知をしていますが、まだ申
請をしていない方、申請が必要と思われる方は、７月27日㈫までに担当課で申請をしてください。

　長寿医療制度の被保険者の皆さんには、平成21年中の所得に基づいて算定した平成22年度の保険料額を
７月中旬に通知します。保険料は、個々の条件によって次の方法で納めていただきます。
■特別徴収（年金からの天引き）
　年額18万円以上の年金を受給し、長寿医療制度の保険料と介護保険料を合算した額が年金額の２分の１
以下の方は、原則として年金から保険料を天引きする「特別徴収」となります。
　一定の条件に該当する方は手続きをすることで口座振替による納付を選択できます。７月30日㈮までに
手続きすると、10月からの年金天引きを中止できます。詳しくは担当課へお問い合わせください。
■普通徴収（金融機関等で納付）
　特別徴収に該当しない方は、原則としてお送りする納入通知書を持って金融機関等の窓口で保険料を納
付する「普通徴収」となります。手続きをすることで口座振替による納付を選択できます。

※特別徴収の方と口座振替の手続きを済まされている方には「黄色の封筒」で、金融機関等の窓口で納付
　いただく方には「ピンク色の封筒」で、それぞれ通知します。

国民健康保険
○市庁舎本館国保医療課　国保係　℡0897－52－1447（直通）… 国保の制度・給付などについて
　　　　　　市民生活課　市民係　℡0897－52－1211（直通）… 国保の保険証送付について
○各総合支所市民福祉課　市民保険係（東予）、市民福祉係（丹原・小松）

長寿医療制度
○市庁舎本館国保医療課　医療係　℡0897－52－1212（直通）
○各総合支所市民福祉課　市民保険係（東予）、市民福祉係（丹原・小松）

【次の方は新しい保険証の有効期限が異なります】
■64歳の国民健康保険退職被保険者
　65歳に到達した月の翌月から一般被保険者となるため、新しい保険証の有効期限は、誕生月の月末まで
（１日生まれの方は誕生日の前日まで）となっています。
　一般被保険者となった後の保険証は、有効期限となっている月の下旬までに郵送する予定です。
■69歳の国民健康保険被保険者
　70歳に到達した月の翌月から所得に応じて医療費の負担割合が変わるため、新しい保険証の有効期限は
誕生月の月末まで（１日生まれの方は誕生日の前日まで）となっています。
　70歳となった後の保険証は有効期限となっている月の下旬までに郵送する予定です。
■74歳の国民健康保険被保険者
　75歳の誕生日から長寿医療制度の被保険者となるため、新しい保険証の有効期限は、誕生日の前日まで
となっています。
　長寿医療制度の保険証は、誕生月の前月中に郵送する予定です。

70歳以上75歳未満の
国保被保険者

長寿医療制度の
被保険者

同一世帯の70歳以上の国保被保険者のう
ち、１人でも住民税課税所得額が１４５
万円以上の方がいる世帯の方

収入額の合計が次に該当する方
○70歳以上75歳未満の国保被保険者が、
　・１ 人 の 世 帯：３８３万円未満
　・２人以上の世帯：５２０万円未満

収入額の合計が次に該当する方
○長寿医療制度の被保険者が
　・１人の世帯：３８３万円未満
　・２人以上の世帯：５２０万円未満
　・１人の世帯で、同一世帯に70～74歳
　　の方がいる世帯：５２０万円未満

住民税課税所得額が１４５万円以上の方
と、その方と同一世帯に属する長寿医療
制度の被保険者

自己負担割合「３割」の基準 「３割」を「１割」に変更できる方

総合支所の代表電話番号　東予：℡0898－64－2700　丹原：℡0898－68－7300　小松：℡0898－72－2111
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世
界
初
の
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
技
術
を

西
条
市
か
ら
世
界
へ
発
信

　

世
界
で
最
も
権
威
あ
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
国
際
学
術
会
議
「
第
18
回

世
界
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
議
（
Ｗ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
２
０
１
０
）
」
に
西
条
市
が
参

加
し
、
Ｍ
Ｈ
冷
水
製
造
シ
ス
テ
ム
を
食
料
生
産
に
適
用
す
る
実
証
研
究
の

成
果
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
国
際
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
会
（
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｅ
）
の
主
催
で

２
年
に
１
度
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
５
月
16
日
〜
21
日
に
ド
イ
ツ
の

エ
ッ
セ
ン
で
開
催
さ
れ
、
世
界
各
国
か
ら
１
５
０
０
人
を
超
え
る
研
究
者

や
多
数
の
水
素
技
術
関
連
企
業
が
参
加
し
ま
し
た
。

世
界
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
議
に
参
加

　

市
で
は
「
西
条
ク
ー
ル
・
ア
ー

ス　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
称
し
、

㈱
西
条
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

や
東
海
大
学
な
ど
多
数
の
関
係
機

関
と
連
携
し
て
、
Ｍ
Ｈ
冷
水
製
造

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
い
ち
ご
の

周
年
栽
培
や
魚
の
陸
上
養
殖
の
実

証
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
特
定
の
温

度
条
件
で
水
素
を
吸
排
出
す
る
水

素
吸
蔵
合
金
（
Ｍ
Ｈ
）
の
化
学
反

応
を
利
用
し
て
温
度
管
理
を
行
う

も
の
で
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
を
使
用
せ

ず
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
も
少

な
い
た
め
、
環
境
に
や
さ
し
い
技

術
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
と
食

料
生
産
技
術
を
結
び
つ
け
た
、
環

境
に
や
さ
し
い
食
料
生
産
産
業
の

創
出
を
め
ざ
し
て
お
り
、
世
界
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
議
で
の
発
表
の

場
は
、
世
界
初
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

技
術
を
世
界
へ
発
信
す
る
、
大
変

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

◆
全
体
会
議
で
の
発
表

　

全
体
会
議
で
は
、
当
市
の
取
り

組
み
に
多
大
な
尽
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
東
海
大
学
の
内
田
裕
久
教

授
が
、
日
本
に
お
け
る
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
技
術
開
発
に

つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
昭
和
56
年
～
平
成

５
年
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
計
画
で
、

全
国
初
の
太
陽
光
発
電
の
実
用
化

実
験
が
西
条
市
で
行
わ
れ
た
こ
と

を
契
機
に
、
当
市
が
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
推

進
す
る
中
で
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
発
展
し
て
い
っ
た
経
緯
な
ど
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
ポ
ス
タ
ー
発
表

　

ポ
ス
タ
ー
発
表
で
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
内
容
を
パ
ネ
ル
な
ど
で
紹

介
し
、
約
５
０
０
人
の
研
究
者
等

が
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

見
学
者
は
、
食
料
生
産
に
Ｍ
Ｈ

冷
水
製
造
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た

場
合
と
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
や
ボ
イ

ラ
ー
を
利
用
し
た
場
合
と
を
比
較

し
て
、
同
シ
ス
テ
ム
は
二
酸
化
炭

素
を
年
間
74
㌧
削
減
し
、
消
費
電

力
を
約
90
％
削
減
し
て
い
る
点
を

高
く
評
価
し
て
い
ま
し
た
。

◆
国
際
会
議
で
得
た
成
果

　

市
で
は
今
回
の
世
界
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
会
議
へ
の
参
加
に
よ
り
、

次
の
成
果
を
得
ま
し
た
。
今
後
は

早
期
の
シ
ス
テ
ム
実
用
化
を
め
ざ

し
た
取
り
組
み
を
展
開
し
ま
す
。

①
日
本
に
西
条
市
と
い
う
先
進
的

　

地
方
都
市
が
あ
る
こ
と
を
ア
ピ

　

ー
ル
で
き
ま
し
た
。

②
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た

　

食
料
生
産
技
術
は
東
海
大
学
と

　

の
連
携
に
よ
り
、「
西
条
市
で

　

開
発
さ
れ
た
世
界
初
の
技
術
で

　

あ
る
」
こ
と
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　

の
技
術
拠
点
で
あ
る
ド
イ
ツ
か

　

ら
情
報
発
信
で
き
ま
し
た
。

③
会
議
の
事
務
局
か
ら
は
「
水
素

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
ア
ジ
ア

　

国
際
会
議
の
開
催
地
に
、
西
条

　

市
を
検
討
し
た
い
」
と
い
う
大

　

き
な
反
響
を
得
ま
し
た
。

◆
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館

　

も
の
づ
く
り
支
援
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
０
２

▲西条市のポスター発表を熱心に見学する研究者

▲いちごの周年栽培（左）とサツキマスの陸上養殖（右）

▲全体会議で当市の取り組みを紹介する東海大学の内田裕久教授
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毎
日
、
図
書
館
を
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
、
各
館
の
休
館
日
は

重
複
し
な
い
よ
う
に
設
定
し
て
い

ま
す
。
特
に
西
条
図
書
館
は
、
年

末
年
始
や
月
末
整
理
日
を
除
き
、

ほ
ぼ
毎
日
開
館
し
て
お
り
、
開
館

時
間
も
９
時
～
22
時
と
、
よ
り
利

用
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
６
月
か
ら
市
内
４
図
書
館

共
通
の
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
の
運

用
を
開
始
し
た
の
で
、
図
書
資
料

の
貸
出
・
返
却
が
、
ど
の
館
で
も

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
館
の
蔵
書
状
況
が
、

館
内
の
端
末
機
器
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
確
認
で
き
、
各
館
の
図

書
資
料
を
、
ご
利
用
の
館
に
取
り

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
専
門
図
書
コ
ー
ナ
ー

　

西
条
図
書
館
の
１
階
に
は
、
ま

ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り
を
テ
ー

マ
に
「
水
」
「
食
育
」
「
観
光
」

「
山
岳
」
な
ど
の
専
門
図
書
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

●
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
コ
ー
ナ
ー

　

西
条
図
書
館
の
２
階
に
あ
る
ビ

ジ
ネ
ス
支
援
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
起

業
・
会
社
経
営
に
役
立
つ
図
書
資

料
を
取
り
揃
え
て
い
る
ほ
か
、
市

内
の
企
業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

各
企
業
の
社
史
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
条
と

連
携
し
て
、
新
着
求
人
情
報
を
掲

　

西
条
図
書
館
で
は
、
西
条
市
の

名
誉
市
民
で
あ
る
十
河
信
二
氏
に

関
連
し
た
図
書
や
貴
重
な
資
料
を

展
示
・
公
開
す
る
「
十
河
信
二
記

念
文
庫
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

十
河
信
二
氏
は
旧
西
条
市
の
第

２
代
市
長
を
務
め
ら
れ
、
第
４
代

国
鉄
総
裁
に
就
任
後
は
戦
後
の
日

本
の
経
済
成
長
を
牽
引
し
た
新
幹

線
建
設
に
尽
力
し
、「
新
幹

線
生
み
の
親
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

去
る
５
月
12
日
、
信
二
氏

の
孫
の
十
河
光
平
氏
と
、
十

河
信
二
伝
の
執
筆
に
携
わ
ら

れ
た
吉
澤
眞
氏
が
来
西
さ
れ
、

信
二
氏
が
生
前
に
収
集
し
た

貴
重
な
蔵
書
約
１
５
０
点
を

光
平
氏
か
ら
西
条
図
書
館
へ

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
蔵
書
は
、
戦
前
戦
後
の
激

動
期
に
、
新
た
な
日
本
の
発
展
の

礎
を
築
か
れ
た
信
二
氏
の
人
柄
・

足
跡
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

西
条
図
書
館
で
は
、
こ
れ
ら
の

貴
重
な
蔵
書
等
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
、
十
河
信
二
記
念
文
庫
で

広
く
公
開
し
て
い
き
ま
す
。

示
す
る
な
ど
、
求
職
者
へ
の
各
種

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

●
郷
土
資
料
等
の
充
実

　

各
館
で
は
、
今
で
は
手
に
入
れ

る
こ
と
が
難
し
い
貴
重
な
資
料
や

郷
土
資
料
な
ど
を
収
集
し
、
閲
覧

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

●
各
種
講
座
等
の
開
催

　

皆
さ
ま
の
学
習
意
欲
に
お
応
え

す
る
た
め
、
各
館
で
は
学
識
者
や

研
究
者
を
講
師
に
招
き
、
古
典
文

学
講
座
や
歴
史
講
座
な
ど
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

●
お
は
な
し
会
等
の
開
催

　

子
ど
も
た
ち
に
読
書
の
楽
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
や
、
職
員
に
よ
る

工
作
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

西条図書館　℡0897－56－2668
開館時間：９時～22時
休館日：月末整理日、年末年始

東予図書館　℡0898－65－4797
開館時間：９時～19時
休館日：月曜日、月末整理日、祝日の翌日、年末年始

丹原図書館　℡0898－68－8711
開館時間：９時～19時
休館日：金曜日、月末整理日、祝日の翌日、年末年始

小松温芳図書館　℡0898－72－5634
開館時間：９時～19時
休館日：水曜日、月末整理日、祝日の翌日、年末年始

ま
す
ま
す
充
実
「
十
河
信
二
記
念
文
庫
」

孫
の
光
平
氏
が
信
二
氏
の
蔵
書
等
を
寄
贈

　昨年６月１日に西条図書館・丹原図書館が開館し、市内４図書館での
連携運営が始まって１周年を迎えました。
　市では、より多くの皆さんに図書館を利用いただくため、さまざまな
図書館サービスの充実に努めています。今後も市内４図書館がさらなる
連携を強め、情報発信拠点施設としての環境整備を進めてまいります。

西条図書館・丹原図書館が開館１周年
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７月31日㈯・８月１日㈰ 18時30分～21時30分

会場：小松町中町・駅前通り商店街
※雨天中止

　夏の恒例イベント『小松町ふるさと祭り』を、地元商工業者や各種
団体の皆さんにご協力いただき、盛大に開催いたします。
　皆さま、ご家族連れでぜひお越しください。
問合せ　周桑商工会小松支所　℡0898－72－2119

１日通行止め

31
日
・
１
日
通
行
止
め

通行止め時間　７月31日：18時～22時
　　　　　　　８月１日：18時30分～22時

サ イ ズ：カラープリント四つ切（組写真は不可）
応募期限：８月31日㈫（必着）
応募方法：作品の裏面に住所・氏名・連絡先を記入して
　　　　　下記の応募先へ提出してください。
応 募 先：西条市おかげん祭市民花火大会実行委員会
　　　　　壬生川1047－２　㈱タツノコ内
　 賞　 ：優秀作品５点を選び、賞品を進呈します。
注意事項：応募作品は返却しません。また、受賞作品は
　　　　　ポスター等に使用する場合があります。

●浴衣祭り
　ゆかた・甚平でお越しの先着200名様に
　ふるさと祭りのバザー共通券を進呈。

●そうめん流し

●うなぎのつかみどり
　対象：小学生以下（無料）
※当日雨天の場合は、８月１日・15時から
　商工会前で開催します。

●のど自慢大会（19時～）

●パノラミックフライト、ゲームなど

●チャリティー納涼茶会
　場所：高井呉服店　　※雨天決行
　お茶席券：300円（前売券販売中）
　前売券販売所：高井呉服店、周桑商工会
　　小松支所、小松公民館、小松総合支所
※お茶菓子の数に限りがありますので、な
　るべく前売券をご購入ください。

●法螺貝、毛槍、大名行列、
　篤山連、小松音頭踊り
●フラダンス（20時30分～21時予定）
●宝投げ（21時開始予定）
●コカ・コーラ製品無料試飲
　（19時30分～20時30分）

※当日は混雑が予想されます。車での
　お越しは極力避けてください。

おかげん祭市民花火大会写真コンテスト

問合せ　西条市おかげん祭市民花火大会
　　　　実行委員会　℡0898－64－5438

七夕飾り、ビアガーデン
かき氷、焼きそば

各種バザー・金魚すくい
など
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西
条
市
生
活
研
究
協
議
会
丹
原

支
部
は
、
丹
原
地
区
の
５
つ
の
生

活
研
究
グ
ル
ー
プ
・
21
名
が
、
地

産
地
消
や
食
育
、
集
落
環
境
づ
く

り
な
ど
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
中
心
的
な
活
動
は
、

毎
年
夏
と
冬
の
２
回
、
グ
ル
ー
プ

員
が
心
を
込
め
て
作
っ
た
こ
だ
わ

り
の
農
産
物
や
自
慢
の
加
工
品
を

集
め
た
、
ふ
る
さ
と
小
包
「
土
の

め
ぐ
み
」
の
全
国
発
送
で
す
。

　

夏
便
に
は
、
じ
ゃ
が
い
も
・
坊

ち
ゃ
ん
か
ぼ
ち
ゃ
・
玉
ね
ぎ
と
い

っ
た
新
鮮
野
菜
と
、
た
け
の
こ
の

水
煮
・
き
ゅ
う
り
の
か
ら
し
漬
け

な
ど
の
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
加
工
品

を
セ
ッ
ト
に
し
た
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
に
、
『
安
全
・
安
心
』
と

『
ま
ご
こ
ろ
』
を
添
え
て
、
「
ふ

る
さ
と
丹
原
の
味
」
を
お
届
け
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
便
で
は
、
季
節
の
野

菜
や
果
物
を
は
じ
め
、
季
節
感
あ

ふ
れ
る
加
工
品
に
よ
り
、
都
会
暮

ら
し
の
方
に
も
大
変
喜
ん
で
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
の
一

つ
で
あ
る
、
田
滝
地
区
の
エ
ス
ペ

ラ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
が
、
平
成
21
年

度
の
農
山
漁
村
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ

活
動
表
彰
に
お
い
て
、優
秀
賞（
農

林
水
産
省
経
営
局
長
賞
）
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
農
山
漁
村
の
女
性

が
中
心
と
な
り
、
農
山
漁
村
生
活

の
充
実
と
開
発
に
優
れ
た
活
動
実

績
を
も
ち
、
男
女
共
同
参
画
推
進

の
た
め
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
、
全
国
の
個
人
や
団
体
を
表

彰
す
る
も
の
で
、
平
成
15
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

エ
ス
ペ
ラ
ン
ス

グ
ル
ー
プ
で
は
、

地
元
小
学
生
や
農

業
高
校
生
を
対
象

と
し
た
料
理
指
導

等
を
、
消
費
者
交
流
や
食
農
教
育

活
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
そ
う
し
た
中
、
全
国
一

の
生
産
量
を
誇
る
愛
宕
柿
の
産
地

で
柿
を
利
用
し
た
特
産
品
を
開
発

し
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
た

い
と
の
思
い
か
ら
、
規
格
外
の
柿

を
用
い
た
加
工
品
づ
く
り
に
着
手
。

試
行
錯
誤
の
結
果
、
干
し
柿
の
優

し
い
甘
味
と
香
り
が
特
徴
の
「
柿

よ
う
か
ん
」
の
開
発
に
成
功
し
ま

し
た
。

　

平
成
12
年
に
は
念
願
の
菓
子
製

造
許
可
を
取
得
し
て
、
本
格
的
な

活
動
を
開
始
。
起
業
当
初
は
イ
ベ

ン
ト
会
場
や
知
人
へ
の
販
売
程
度

で
し
た
が
、
口
コ
ミ
で
人
気
が
広

が
り
、
Ｊ
Ａ
の
直
販
所
な
ど
に
も

置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
今
で
は
年
間
８
５
０
０
本
を

販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
柿
ジ
ャ
ム
・
干
し
柿
・

柿
の
葉
茶
な
ど
、
添
加
物
を
使
わ

な
い
加
工
品
づ
く
り
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
「
柿
よ
う
か

ん
」
は
、
「
土
の
め
ぐ
み
」
に
も

同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
ふ
る
さ
と
小
包
「
土
の

め
ぐ
み
」
夏
便
の
申
し
込
み
を
、

次
の
と
お
り
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　各総合支所管内での身近な出来事や話題などを毎月お知らせする
コーナーです。今月は、丹原総合支所から「西条市生活研究協議会
丹原支部の皆さんの活動状況」について紹介します。

丹原総合支所　　〒791－0592　丹原町池田1733番地 1
　　　　　　　　℡0898－68－7300　　℻0898－68－4769

ふるさとの味を届ける「土のめぐみ」とグループの皆さん

▲ 東京都内のよみうりホールにて

▲人気商品となった「柿ようかん」

西
条
市
生
活
研
究
協
議
会
丹
原
支
部
か
ら

○代　　金：１箱3,000円（消費税・送料込み）
○申込方法：代金を添えて下記の申込先まで。
　　　　　　※郵便振替で下記口座へ代金を振り込むことによる申し込みも可。
　　　　　　丹原郵便局「土のめぐみ実行委員会」口座 01680-0-20772
○申 込 先：西条市生活研究協議会丹原支部グループ員
　　　　　　目見田　℡0898－64－0481
　　　　　　松　木　℡0898－68－6478
　　　　　　桑　村　℡0898－68－0249
　　　　　　丹原総合支所農林水産課　℡0898－68－7300　内線236
○申込期限：７月15日㈭　　　○発 送 日：７月27日㈫

広報さいじょう　2010　7月号7



　　

サ
イ
ク
ス
で
は
、
イ
ン
キ
ュ
ベ

ー
タ
室
・
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援
室
へ
入

居
す
る
企
業
や
個
人
を
支
援
す
る

た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
な

ど
を
整
備
し
た
事
業
環
境
を
提
供

す
る
ほ
か
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
関
す
る
相

談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

■
入
居
資
格

○
新
た
に
事
業
化
に
取
り
組
も
う

　
と
す
る
方

○
新
た
な
事
業
分
野
へ
の
進
出
、

　
研
究
開
発
に
取
り
組
も
う
と
す

　
る
方
　
　

■
入
居
期
間

○
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室

　
　
　
　
　
　
　
　

…
４
年
以
内

○
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援
室
…
２
年
以
内

■
入
居
決
定
に
つ
い
て

　

事
業
計
画
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
お
よ

び
審
査
の
う
え
、
入
居
の
可
否
を

決
定
し
ま
す
。　

■
申
込
先

　

部
屋
の
仕
様
や
入
居
申
請
な
ど

詳
細
は
、
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ

ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

０
０
１
０

■
強
み
は
ス
タ
ッ
フ
の
人
間
力

　
「
当
社
の
強
み
は
、
ス
タ
ッ
フ

の
情
熱
と
人
柄
で
す
」
と
、
合
資

会
社
し
ま
な
み
の
田
中
修
司
代
表

は
語
る
。
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
生
徒

と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
の
信
頼

関
係
は
深
い
。

　

合
資
会
社
し
ま
な
み
は
平
成
12

年
に
今
治
市
で
教
室
を
ス
タ
ー
ト

し
た
。
田
中
代
表
は
Ｉ
Ｔ
ブ
ー
ム

に
よ
る
好
況
と
、
ブ
ー
ム
が
去
っ

た
後
の
不
況
の
両
方
を
経
験
し
、

経
営
者
と
し
て
の
真
の
あ
り
方
を

探
し
求
め
て
い
た
平
成
18
年
に
、

サ
イ
ク
ス
で
開
催
さ
れ
た
経
営
者

塾
「
西
条
桂
塾
」
を
受
講
し
、
顧

客
目
線
経
営
の
重
要
性
を
再
認
識

し
た
。
翌
年
に
は
、
信
頼
す
る
ス

タ
ッ
フ
と
と
も
に
サ
イ
ク
ス
の
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室
に
入
居
し
、
本

社
機
能
を
移
管
し
た
。
さ
ら
に
、

マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
認
定
資

格
の
随
時
試

験
会
場
と
し

て
、
西
条
パ

ソ
コ
ン
試
験

セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
た
。

■
パ
ソ
コ
ン
の
こ
と
は
お
ま
か
せ

　

合
資
会
社
し
ま
な
み
で
行
っ
て

い
る
講
座
は
、
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
の
初
心
者
向
け
の
も
の
か
ら
、

資
格
対
策
コ
ー
ス
・
電
子
会
計
や

Ｃ
Ａ
Ｄ
資
格
コ
ー
ス
な
ど
ま
で
豊

富
で
、
受
講
者
の
年
齢
層
も
幅
広

い
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制

作
を
低
料
金
か
ら
行
う
ｗ
ｅ
ｂ
事

業
、
パ
ソ
コ
ン
の
悩
み
を
何
で
も

解
決
す
る
パ
ソ
コ
ン
救
急
隊
事
業

な
ど
、
ま
さ
に
顧
客
目
線
の
経
営

を
実
践
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
日

商
簿
記
資
格
コ
ー
ス
を
開
講
す
る

な
ど
意
欲
的
だ
。

■
求
職
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
訓
練

　

合
資
会
社
し
ま
な
み
で
は
、
厚

生
労
働
省
が
行
う
緊
急
人
材

育
成
支
援
事
業
に
よ
る
職
業

訓
練
実
施
機
関
と
し
て
の
認

定
を
受
け
、
現
在
そ
の
第
２

期
生
を
募
集
し
て
い
る
。

　

こ
の
訓
練
は
、
ワ
ー
ド
・

エ
ク
セ
ル
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
な
ど
の
基
礎
技
能
と
、
資

格
取
得
の
知
識
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
延
べ

３
０
７
時
間
の
講
座
を
無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
）
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
厳
し
い
時
代
で
す
が
、
パ
ソ

コ
ン
を
通
じ
て
皆
さ
ん
の
夢
の
実

現
を
お
手
伝
い
し
た
い
」。
か
つ

て
は
夢
物
語
で
あ
っ
た
『
し
ま
な

み
海
道
』
が
開
通
し
た
よ
う
に
、

田
中
代
表
自
身
も
目
標
に
向
か
っ

て
前
進
を
続
け
て
い
る
。

　
　
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

堤
）

▲情熱あふれるスタッフによる授業

　サイクス（ＳＩＣＳ）は、産業情報支援
センターの運営組織である、㈱西条産業情
報支援センターの愛称です。
　今月は、事業の拡大をめざして、サイク
スのインキュベータ室に入居している企業
の活動状況を紹介します。

67

パ
ソ
コ
ン
を
通
じ
て
地
元
に
貢
献
を

合 

資 

会 

社  

し  

ま  

な  

み

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室
・

   

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援
室 

入
居
者
募
集

入
居
者
募
集
の
お
知
ら
せ

▲

目
標
に
向
け
前
進
す
る
田
中
代
表

求職者向けパソコン訓練
訓練期間：９月３日㈮～12月８日㈬
　　　　　（土・日・祝日は休み）
申込期間：７月１日㈭～８月６日㈮
定　　員：12人　
申 込 先：西条パソコン試験センター
　　　　　（合資会社しまなみ）
　　　　　℡0897－55－7740

広報さいじょう　2010　7月号 8



　

地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は

平
成
23
年
７
月
24
日
ま
で
に
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
（
地
デ

ジ
放
送
）
に
完
全
移
行
し
ま
す
。

　

完
全
移
行
後
は
、
地
上
ア
ナ
ロ

グ
テ
レ
ビ
放
送
が
視
聴
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
地
デ
ジ
受
信
の

準
備
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

■
地
デ
ジ
放
送
の
視
聴
方
法

　

次
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

○
地
デ
ジ
放
送
対
応
の
テ
レ
ビ
に

　

買
い
換
え
る
。

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を

　

買
い
足
す
。

○
地
デ
ジ
放
送
対
応
済
み
の
ケ
ー

　

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
視
聴
す
る
。

■
国
等
が
支
援
し
ま
す

　

山
間
部
な
ど
で
地
デ
ジ
放
送
を

受
信
す
る
た
め
、
国
等
で
は
、
要

件
を
満
た
す
共
聴
設
備
の
改
修
・

新
設
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
移

行
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

■
ご
相
談
は
デ
ジ
サ
ポ
愛
媛
へ

　

デ
ジ
サ
ポ
愛
媛
は
、
地
デ
ジ
放

送
の
受
信
や
支
援
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
相
談
先　

デ
ジ
サ
ポ
愛
媛
（
総

務
省　

愛
媛
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支

援
セ
ン
タ
ー
）

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
０
３

－

０
１
０
１

URLhttp://w
w

w
.digisuppo.jp/

branch/ehim
e/42/

※
受
付
は
、
月
～
金
曜
日
は
９
時

　

～
21
時
、
土
・
日
曜
・
祝
日
は

　

９
時
～
18
時
。

　
「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の

市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る

条
例
」
に
規
定
す
る
市
長
の
資
産

等
補
充
報
告
書
等
の
閲
覧
を
行
い

ま
す
。

■
閲
覧
日
時　

６
月
30
日
㈬
～

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

■
閲
覧
場
所
・
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
３
階
総
務
課

　

総
務
法
制
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
６

　

友
好
都
市
で
あ
る
保
定
市
（
中

国
河
北
省
）
と
市
民
間
の
交
流
を

図
る
た
め
、
市
で
は
次
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
訪
問
団
へ
の
補
助
金
交
付
】

　

自
主
的
に
保
定
市
を
友
好
訪
問

す
る
団
体
に
、
訪
問
計
画
の
相
談

や
補
助
金
の
交
付
な
ど
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

■
補
助
金
の
交
付
条
件

○
市
民
間
の
友
好
親
善
を
目
的
と

　

し
た
訪
問
で
、
保
定
市
に
２
日

　

間
以
上
滞
在
す
る
こ
と
（
営
利

　

目
的
な
ど
を
除
く
）

○
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す

　

る
中
学
生
以
上
の
方
５
人
以
上

　

で
組
織
さ
れ
、
市
内
在
住
者
が

　

過
半
数
を
占
め
る
こ
と

○
ほ
か
の
公
的
機
関
か
ら
補
助
を

　

受
け
な
い
こ
と

※
一
度
補
助
金
を
受
け
た
方
に
は

　

２
年
間
再
交
付
し
ま
せ
ん
。

■
補
助
金
額

　

団
員
１
人
に
つ
き
３
万
円
を
限

度
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
決
定

【
市
民
訪
中
団
の
団
員
募
集
】

　

団
員
の
方
に
は
訪
中
の
活
動
計

画
な
ど
を
協
議
い
た
だ
き
、
西
条

市
と
保
定
市
が
協
力
し
て
訪
中
を

支
援
し
ま
す
。

■
訪
中
日
程

　

９
月
中
旬
（
４
泊
５
日
）
予
定

※
応
募
が
少
数
の
場
合
は
中
止
。

■
対
象　

市
内
に
在
住
・
通
勤
・

通
学
す
る
方

■
経
費　

１
人
当
た
り
約
10
万
円

■
応
募
期
限　

７
月
30
日
㈮

【
問
合
せ
】

　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

　

暴
力
団
は
、
県
民
や
事
業
者
に

多
大
な
脅
威
を
与
え
、
公
平
な
経

済
活
動
に
支
障
を
及
ぼ
す
な
ど
、

社
会
に
著
し
い
悪
影
響
を
も
た
ら

す
「
反
社
会
的
集
団
」
で
す
。

　

愛
媛
県
で
は
、
警
察
・
県
民
な

ど
が
一
体
と
な
っ
た
暴
力
団
の
排

除
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
暴
力

団
排
除
条
例
を
８
月
１
日
㈰
か
ら

施
行
し
ま
す
。
条
例
で
は
、
県
民

総
ぐ
る
み
の
活
動
の
具
体
的
・
明

確
な
方
法
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

■
条
例
の
骨
子
７
項
目

①
暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る
基
本

　

的
施
策

②
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た

　

め
の
暴
力
団
事
務
所
の
排
除

③
事
業
者
の
暴
力
団
員
等
に
対
す

　

る
利
益
供
与
の
禁
止

④
暴
力
団
員
等
が
利
益
の
供
与
を

　

受
け
る
こ
と
の
禁
止

⑤
不
動
産
の
譲
渡
等
を
し
よ
う
と

　

す
る
者
の
講
ず
べ
き
措
置
等

⑥
祭
礼
等
か
ら
の
暴
力
団
排
除

⑦
義
務
違
反
者
に
対
す
る
措
置

■
問
合
せ

○
西
条
警
察
署

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
１
１
０

○
西
条
西
警
察
署

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

０
１
１
０

■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

完
全
移
行
ま
で
あ
と
１
年
！

８
月
１
日
か
ら

暴
力
団
排
除
条
例
を
施
行

友
好
都
市
「
保
定
市
」
と
の

草
の
根
交
流
を
支
援
し
ま
す

市
長
の
資
産
等
を
公
開
し
ま
す

保定市の観光名所「古蓮花池」
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20
日　

市
県
民
税
第
１
期
分
の
督

　

促
状
の
発
送

８
月
２
日　

国
民
健
康
保
険
税
第

　

１
期
分
、
固
定
資
産
税
第
２
期

　

分
の
納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

　

の
督
促
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

　

納
期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

　

倒
産
・
解
雇
な
ど
で
離
職
し
た

方
（
特
定
受
給
資
格
者
）
や
、
雇

い
止
め
な
ど
で
離
職
し
た
方
（
特

定
理
由
離
職
者
）
は
、
申
請
す
る

こ
と
で
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

■
対
象
条
件

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

○
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
離

　

職
し
た
方

○
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離

　

職
理
由
コ
ー
ド
番
号
が
「
11
・

　

12
・
21
・
22
・
23
・
31
・
32
・

　

33
・
34
」
の
方

※
高
年
齢
受
給
資
格
者
お
よ
び
特

　

例
受
給
資
格
者
は
、
対
象
と
な

　

り
ま
せ
ん
。

■
軽
減
内
容

　

対
象
者
の
前
年
の
給
与
所
得
を

１
０
０
分
の
30
と
み
な
し
て
国
民

健
康
保
険
税
額
を
算
定
し
ま
す
。

■
軽
減
期
間

　

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま

で
が
軽
減
期
間
で
す
。
た
だ
し
、

平
成
22
年
４
月
以
降
の
国
民
健
康

保
険
税
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
方
法

　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
と
印

鑑
を
持
っ
て
、
担
当
課
窓
口
で
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
先

○
市
庁
舎
本
館
市
民
税
課

　

国
保
税
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
７
４

○
各
総
合
支
所

　

税
務
課
税
務
係
（
東
予
）

　

総
務
課
税
務
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま

ま
放
置
す
る
と
、
将
来
の
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
方

に
は
、
保
険
料
を
免
除
ま
た
は
猶

予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

７
月
か
ら
平
成
22
年
度
の
保
険

料
の
免
除
・
猶
予
制
度
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
申
請
先
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
免
除
・
猶
予
制
度
の
種
類

①
全
額
免
除
制
度

　

保
険
料
納
付
が
全
額
免
除
さ
れ

る
制
度
で
す
。
本
人
、
配
偶
者
、

世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
の
額

以
下
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

②
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
制
度

　

保
険
料
納
付
が
一
部
免
除
さ
れ

る
制
度
で
す
。
本
人
、
配
偶
者
、

世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
の
額

以
下
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

③
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

30
歳
未
満
の
方
の
保
険
料
納
付

を
猶
予
し
、
後
で
納
付
が
で
き
る

制
度
で
す
。
本
人
、
配
偶
者
の
前

年
所
得
が
一
定
の
額
以
下
で
あ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

④
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方
の
保
険
料
納
付
を
猶

予
し
、
後
で
納
付
が
で
き
る
制
度

で
す
。
本
人
の
所
得
が
一
定
の
額

以
下
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
申
請
先

○
新
居
浜
年
金
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
６
２

○
市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課

　

年
金
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

収
集
日
に
粗
大
ご
み
を
運
び
出

す
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
お
お
む

ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者
だ
け
で
構

成
さ
れ
る
世
帯
を
対
象
に
、
粗
大

ご
み
の
戸
別
収
集
を
行
い
ま
す
。

■
収
集
す
る
も
の

　

た
ん
す
、
机
、
い
す
、
布
団
、

食
器
棚
、
自
転
車
、
ス
ト
ー
ブ
、

こ
た
つ
、
掃
除
機
な
ど

■
収
集
で
き
な
い
も
の

　

引
越
し
な
ど
で
の
多
量
ご
み
、

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗

濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
、
天
日
温
水

器
、
エ
ア
コ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
、
消

火
器
、
バ
イ
ク
、
農
機
具
な
ど

■
収
集
時
期　

８
月
下
旬
予
定

※
粗
大
ご
み
処
理
券
を
必
ず
は
り

　

付
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間

　

７
月
１
日
㈭
～
16
日
㈮

■
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
直
接
担
当
窓
口
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
者

に
は
、
事
前
に
収
集
日
・
収
集
業

者
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
込
先　

お
住
ま
い
の
地
域
で

申
込
先
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

○
西
条
地
域
の
方

　

市
庁
舎
別
館
環
境
衛
生
課

　

廃
棄
物
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
８

○
東
予
地
域
の
方

　

東
予
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

生
活
環
境
係

○
丹
原
地
域
の
方

　

丹
原
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
福
祉
係

○
小
松
地
域
の
方

　

小
松
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
福
祉
係

　

消
防
水
利
は
消
火
活
動
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
設
備

で
あ
り
、
道
路
脇
や
歩
道
な
ど
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
水
利
の
位
置
を
明
確
に
す

る
た
め
、
標
識
は
赤
色
で
掲
げ
、

蓋ふ
た

は
黄
色
で
塗
装
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
水
利
か
ら
５
㍍
以
内
は
、

道
路
交
通
法
で
駐
車
が
禁
止
さ
れ

て
お
り
、
違
法
な
駐
車
は
一
刻
を

争
う
消
火
活
動
の
妨
げ
に
な
り
ま

す
。
消
防
水
利
に
駐
車
を
し
な
い

よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

倒
産
・
解
雇
等
で
離
職
し
た
方
へ

国
民
健
康
保
険
税
を
軽
減
し
ま
す

７
月
の
市
税
ご
よ
み

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶

予
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

高
齢
者
世
帯
の
粗
大
ご
み
を

戸
別
収
集
し
ま
す

消
防
水
利
の
近
く
は
駐
車
禁
止
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火
災
発
生
時
に
感
知
・
避
難
が

困
難
な
障
害
者
の
世
帯
に
対
し
、

火
災
警
報
器
を
給
付
し
ま
す
。

■
対
象　

肢
体
不
自
由
、
視
覚
障

害
、
聴
覚
障
害
で
、
身
体
障
害
者

手
帳
２
級
以
上
、
療
育
手
帳
Ａ
、

精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
い
ず

れ
か
を
所
持
す
る
方

■
世
帯
条
件

　

障
害
者
の
み
の
世
帯
、
ま
た
は

こ
れ
に
準
ず
る
世
帯

■
自
己
負
担

　

原
則
と
し
て
１
割
負
担
（
世
帯

の
課
税
状
況
に
よ
っ
て
、
上
限
額

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
）

■
申
請
先

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

愛
媛
県
で
は
身
体
障
害
者
等
用

駐
車
場
（
車
椅
子
マ
ー
ク
の
あ
る

駐
車
場
）
を
適
正
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
歩
行
困
難
な
方
に

県
内
共
通
の
身
体
障
害
者
等
用
駐

車
場
の
利
用
証
を
交
付
す
る
パ
ー

キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度
を
７
月

１
日
㈭
か
ら
開
始
し
ま
す
。

■
交
付
対
象

　

身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、

精
神
障
害
者
、
高
齢
者
、
難
病
患

者
、
妊
産
婦
、
け
が
人
の
う
ち
、

歩
行
が
困
難
な
方

■
交
付
場
所

○
東
予
地
方
局
地
域
福
祉
課

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課
・
高

　

齢
介
護
課

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

○
市
内
の
保
健
セ
ン
タ
ー

■
交
付
に
必
要
な
も
の

　

状
況
が
確
認
で
き
る
も
の
（
身

体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
介
護

保
険
被
保
険
者
証
、
母
子
健
康
手

帳
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

■
問
合
せ

○
愛
媛
県
障
害
福
祉
課

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
２

－

２
４
２
２

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

▲利用証（パーキングパ
　ーミット）のイメージ

　ひとり親家庭の自立を支援するため、平成22年８月１日
から父子家庭の父にも児童扶養手当が支給されます。
　児童扶養手当の受給には、お住まいの市町村への申請が
必要です。手当額や申請に必要なもの等は、受給資格者に
よって異なりますので、まずは担当課へご相談ください。

　平成22年11月30日までに申請すると、次の取り扱いとな
ります。11月30日を過ぎると申請の翌月分からの支給とな
りますので、早めに担当課へご相談ください。
○平成22年７月31日までに支給要件に該当している方
　平成22年８月分から支給されます。申請は平成22年８月
１日より前からできます。
○平成22年８月１日以降に支給要件に該当した方
　要件に該当した日の翌月分から支給されます。
※８月～11月分が支給されるのは12月です。

　父または母と生計を同じくしていない子どもが育成され
る家庭（ひとり親家庭）の生活の安定と自立の促進に寄与
し、子どもの福祉の増進を図ることを目的としています。

　18歳に達する日以後の最初の３月31日までの間にある児
童。心身に一定の障害がある場合は、20歳未満の児童。

　①～⑤のいずれかに該当する子どもを父が監護し、かつ
生計を同じくしている場合に支給されます。
①父母が婚姻を解消
②母が死亡
③母が一定程度の障害の状態
④母の生死が明らかでない
⑤その他（母が１年以上遺棄している、母が１年以上拘禁
　されている、母が婚姻によらないで懐胎した）

児童扶養手当の目的

支給の対象となる子どもの年齢

父子家庭の支給要件

手当額（月額）
　受給資格者が監護・養育する子どもの数や受給資格者の
所得等で決められます。 
○児童１人の場合
　全部支給：41,720円　 一部支給：9,850円～41,710円
○児童２人以上の加算額
　２人目：5,000円　　３人目以降１人につき：3,000円

父子家庭の受給方法

申請先　○市庁舎別館女性児童福祉課
　　　　　子育て支援係　℡0897－52－1337
　　　　○各総合支所市民福祉課
　　　　　福祉係（東予）、市民福祉係（丹原・小松）

身
体
障
害
者
等
用
駐
車
場
の

利
用
証
を
交
付
し
ま
す

障
害
者
世
帯
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
給
付
し
ま
す
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犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
地

域
社
会
を
築
く
た
め
、
強
調
月
間

中
は
市
内
各
所
で
啓
発
活
動
を
実

施
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
運
動
に
対
す

る
ご
理
解
と
、
各
種
行
事
へ
の
積

極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
行
動
目
標

①
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の

　

立
ち
直
り
を
支
え
よ
う

②
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う

　

地
域
社
会
で
支
え
よ
う

③
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地
域

　

社
会
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

　

協
力
し
よ
う

■
重
点
事
項

○
立
ち
直
り
を
支
え
る
取
り
組
み

　

に
つ
い
て
の
理
解
促
進

○
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の

　

就
労
支
援

■
主
な
行
事

○
保
護
司
会
、
更
生
保
護
女
性
会

　

な
ど
に
よ
る
街
頭
啓
発
活
動

○
市
内
の
中
学
生
を
対
象
と
し
た

　

作
文
コ
ン
テ
ス
ト

○
西
条
地
区
大
会
を
７
月
29
日
㈭

　

に
中
央
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

　

で
開
催
。
10
時
か
ら
中
学
生
の

　

主
張
（
作
文
発
表
）
、
作
文
入

　

賞
者
表
彰
式
、
13
時
30
分
か
ら

公
開
ケ
ー
ス
研
究
の
部
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課
内

　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　

西
条
地
区
推
進
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
９
３

　

㈶
愛
媛
の
森も

り林
基
金
で
は
、
森

林
の
管
理
が
困
難
な
所
有
者
か
ら

森
林
の
管
理
を
10
年
間
受
託
し
、

所
有
者
の
負
担
な
し
で
、
森
林
の

整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

愛
媛
の
森
林
基
金
へ
の
申
請
は

市
が
あ
っ
せ
ん
し
て
行
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
森
林

○
16
年
～
55
年
生
ま
で
の
ス
ギ
・

　

ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
で
、
１
カ
所

　

０
・
１
㌶
以
上
の
森
林

○
水
土
保
全
林
等
で
過
去
10
年
程

　

度
間
伐
な
ど
が
行
わ
れ
ず
、
不

　

健
全
な
状
態
に
あ
る
森
林

○
個
人
が
単
独
ま
た
は
共
同
で
所

　

有
し
、
抵
当
権
等
が
設
定
さ
れ

　

て
い
な
い
森
林

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
林
業
課　

林
政
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
５
０
４

○
各
総
合
支
所
農
林
水
産
課

　

林
政
漁
政
係
（
東
予
）

　

農
林
水
産
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

市
立
幼
稚
園
で
は
、
幼
稚
園
や

保
育
所
に
通
っ
て
い
な
い
幼
児
を

対
象
に
、
次
の
日
程
で
幼
稚
園
を

開
放
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
保
護
者
同
伴
で
、
気
軽
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
開
放
日
時

　

７
月
27
日
㈫
、
８
月
３
日
㈫
・

17
日
㈫
・
24
日
㈫

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所
・
問
合
せ

○
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
７

－

７
７
９
７

○
東
予
南
幼
稚
園

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

３
０
８
１

○
多
賀
幼
稚
園

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
７
６
７

○
国
安
幼
稚
園

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

５
３
３
２

○
燧
洋
幼
稚
園

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

４
７
７
３

○
小
松
幼
稚
園

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

７
２

－

２
７
０
２

　

病
気
や
そ
の
他
や
む
を
得
な
い

事
由
に
よ
っ
て
、
中
学
校
を
卒
業

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方
に

対
す
る
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に
満

15
歳
以
上
に
な
る
方
（
日
本
国
籍

を
有
し
な
い
方
も
含
む
）

■
試
験
日　

11
月
２
日
㈫

■
試
験
場　

愛
媛
県
庁

■
願
書
提
出
先　

文
部
科
学
省

■
願
書
受
付
期
間

　

８
月
20
日
㈮
～
９
月
７
日
㈫

■
問
合
せ

　

県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
２

－

２
９
４
１

　

中
退
共
（
中
小
企
業
退
職
金
共

済
）
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働
く

従
業
員
の
皆
さ
ま
の
た
め
の
、
外

部
積
立
型
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

市
で
は
こ
の
制
度
に
新
規
で
加

入
す
る
事
業
所
を
対
象
に
、
掛
金

の
助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

○
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

　

共
済
機
構　

中
小
企
業
退
職
金

　

共
済
事
業
本
部

ＴＥＬ
０
３

－

３
４
３
６

－

０
１
５
１

○
市
庁
舎
本
館
商
工
労
政
課

　

中
小
企
業
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
０

　

中
小
企
業
に
お
け
る
労
働
時
間

等
の
設
定
の
改
善
を
通
じ
た
職
場

意
識
の
改
善
を
促
進
す
る
た
め
、

２
カ
年
の
改
善
計
画
を
策
定
し
、

効
果
的
に
改
善
措
置
を
実
施
し
た

中
小
企
業
の
事
業
主
に
対
し
て
、

助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
事
業
主

○
労
災
保
険
の
適
用
事
業
主

○
資
本
金
ま
た
は
出
資
の
総
額
が

　

３
億
円
以
下
（
小
売
業
・
サ
ー

　

ビ
ス
業
は
５
千
万
円
以
下
、
卸

　

売
業
は
１
億
円
以
下
）

○
常
時
使
用
す
る
労
働
者
数
が
３

　

０
０
人
以
下
（
小
売
業
は
50
人

　

以
下
、
サ
ー
ビ
ス
業
・
卸
売
業

　

は
１
０
０
人
以
下
）

■
助
成
金
の
額

　

２
年
間
で
最
高
１
５
０
万
円

■
申
請
期
間　

７
月
末
ま
で

■
問
合
せ

　

愛
媛
労
働
局
監
督
課

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
３
５

－

５
２
０
３

中
小
企
業
の
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

職
場
意
識
改
善
助
成
金
の
ご
案
内

あ
な
た
の
山
が

手
入
れ
を
待
っ
て
い
ま
す

幼
稚
園
に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
？

未
就
園
児
親
子
で
遊
ぼ
う
！

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
な
ど
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

退
職
金
の
確
保
は
国
の
中
退
共

制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

第
60
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

強
調
月
間
　
７
月
１
日
～
31
日

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き

期
間
は
７
月
12
日
㈪
ま
で
で
す
。

　

手
続
き
は
お
早
め
に
お
願
い
し

ま
す
。
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■
日
時

　

７
月
10
日
㈯　

18
時
～
20
時

※
売
り
切
れ
次
第
終
了
し
ま
す
。

■
場
所　

西
条
栄
町
上
組
商
店
街

■
内
容

　

商
店
街
の
夜
市
に
お
い
て
、
西

条
農
業
高
等
学
校
で
生
産
さ
れ
た

農
産
品
、
加
工
品
、
鉢
植
え
な
ど

を
格
安
で
展
示
即
売
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

西
条
栄
町
上
組
商
店

街
振
興
組
合
（
大
道
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

４
１
４
４

■
日
時

　

７
月
17
日
㈯　

10
時
～
16
時

■
場
所

　

銅
夢
に
い
は
ま
（
新
居
浜
市
）

■
内
容　

ロ
ボ
ッ
ト
展
示
・
体
験
、

手
づ
く
り
工
作
、
電
気
自
動
車
展

示
、
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
な
ど

■
問
合
せ

　

四
国
電
力
㈱
新
居
浜
支
店

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
７

－

４
３
０
０

■
開
催
日　

７
月
19
日
㈪

■
出
航
時
間

　

①
９
時
30
分　

②
10
時
30
分

　
③
13
時　
　
　

④
13
時
30
分　

　

⑤
14
時
30
分

■
航
海
時
間　

約
１
時
間

■
乗
下
船
場
所

　

今
治
海
上
保
安
部
桟
橋

■
内
容　

巡
視
艇
２
隻
で
の
来
島

海
峡
と
周
辺
海
域
の
体
験
航
海

■
対
象　

小
学
生
以
上

■
定
員　

１
５
０
人
（
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
で
決
定
）

■
申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
の
往
信
用
裏
面
に

「
体
験
航
海
申
込
」
と
記
入
し
、

責
任
者
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

号
・
年
齢
・
乗
船
希
望
時
刻
、
同

乗
者
の
氏
名
・
年
齢
を
明
記
し
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
５
人
ま
で

　

申
し
込
み
で
き
ま
す
。
定
員
の

　

都
合
で
分
散
乗
船
と
な
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
限　

７
月
８
日
㈭
必
着

■
申
込
先

　

〒
７
９
４

－

０
０
１
３

　

今
治
市
片
原
町
１

－

２

　

今
治
海
上
保
安
部
管
理
課

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

３
２

－

２
８
８
２

■
日
時

　

７
月
19
日
㈪　

10
時
～
15
時

■
内
容

　

東
予
の
景
色
と
灯
台
フ
ォ
ト
ギ

ャ
ラ
リ
ー
、
ブ
ロ
グ
作
成
体
験
・

Ｗ
Ｅ
Ｂ
公
開
、
制
服
試
着
・
記
念

撮
影
、
ク
イ
ズ
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ

フ
ト
制
作
、
展
望
体
験
な
ど
。

■
場
所
・
問
合
せ

　

来
島
海
峡
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
今
治
市
湊
町
）

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

３
１

－

４
９
９
２

■
日
時　

（
１
泊
２
日
）

　

８
月
23
日
㈪　

10
時
～

　

８
月
24
日
㈫　

12
時

■
場
所　

身
体
障
害
者
療
護
施
設

　
　
　
　

て
い
ず
い

■
内
容　

施
設
で
の
作
業
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
利
用

者
と
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

■
対
象　

市
内
の
中
学
生
、
高
校

生
（
両
日
参
加
で
き
る
方
優
先
）

■
定
員　

４
人

■
申
込
期
限　

７
月
30
日
㈮

■
申
込
先　

西
条
市
社
会
福
祉
協

議
会　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

西
条
農
業
高
等
学
校

物
産
品
展
示
・
即
売
会

夏
休
み
よ
ん
で
ん
グ
ル
ー
プ

科
学
体
験
フ
ェ
ス
タ

海
の
日

巡
視
艇
体
験
航
海

来
島
海
峡
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

施
設
一
般
公
開

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

◆スーパーキッズボート（エンジン付ゴムボート）
　時間：10時～、13時～
　対象：小学生以上（幼児は保護者同伴）
◆ジェットスポーツ（水上オートバイ）
　時間：10時～、13時～
　対象：小学生以上
◆バナナボート
　時間：11時～、14時～
　対象：小学５年生以上
◆モーターボート
　時間：11時～、14時～
　対象：小学生以上（幼児は保護者同伴）

◆クリーンキャンペーン
◆ボートライセンス展示コーナー
◆ストラックアウト
◆わなげ

※水上イベントに参加する方は、水にぬれても良い服装でお越しください。
※イベント内容は、天候などによって変更される場合があります。

８月１日㈰　10時～15時
※悪天候の場合は中止（小雨決行）

見学時間：10時～12時、13時～15時

問合せ：市庁舎別館スポーツ健康課　℡0897－52－1255
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■
開
催
期
間

　

７
月
17
日
㈯
～
８
月
29
日
㈰

　

10
時
、
13
時
の
２
回
開
催

※
土
・
日
曜
・
祝
日
と
８
月
13
日

　

㈮
～
16
日
㈪
は
、
15
時
の
回
も

　

開
催
し
ま
す
。

※
７
月
18
日
㈰
の
13
時
の
回
は
開

　

催
し
ま
せ
ん
。

■
内
容
（
所
要
時
間
・
約
90
分
）

　

工
場
見
学
、
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム

工
作
、
ビ
ー
ル
（
１
人
３
杯
ま
で
）

や
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
の
試
飲

■
対
象　

小
学
生
と
そ
の
家
族

■
定
員　

各
回
50
人
（
土
・
日
曜

・
祝
日
は
各
回
80
人
）

■
場
所
・
申
込
先
（
予
約
制
）

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
四
国
工
場

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

７
７
７
０

■
日
時
（
１
泊
２
日
）

　

８
月
７
日
㈯　

13
時
30
分
～

　

８
月
８
日
㈰　

13
時
30
分

■
場
所　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

■
内
容

　

川
遊
び
、
料
理
教
室
、
自
然
体

験
な
ど
を
通
し
て
、
父
親
と
子
ど

も
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

■
定
員

　

小
学
生
と
そ
の
父
親
20
組
程
度

■
参
加
料
（
１
泊
３
食
代
等
込
）

○
大　

人　

３
２
０
０
円

○
子
ど
も　

２
７
０
０
円　
　
　

■
申
込
期
限　

７
月
12
日
㈪

■
申
込
先

　

東
予
教
育
事
務
所
社
会
教
育
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

１
３
０
０

■
日
時　

７
月
29
日
㈭

　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　

加
茂
川
ト
リ
ム
公
園

■
講
師　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

　
　
　
　

代
表　

山
本
貴
仁
氏

■
内
容

　

簡
単
な
水
質
調
査
、
水
の
中
に

す
む
生
き
物
の
観
察

■
対
象　

市
内
の
小
・
中
学
生

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。

■
定
員　

40
人

■
申
込
期
限　

７
月
20
日
㈫

■
申
込
先

　

市
庁
舎
別
館
環
境
衛
生
課

　

環
境
計
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
１

Eﾒｰﾙkankyoeisei@
saijo-city.jp

■
日
時　

７
月
31
日
㈯

　
　
　
　

９
時
30
分
～
17
時

■
場
所

　

総
合
文
化
会
館
視
聴
覚
室

■
講
師

　

総
合
地
球
環
境
学
研
究
所

　

教
授　

中
野
孝
教
氏
ほ
か

■
内
容

　

地
下
水
を
将
来
に
わ
た
っ
て
守

っ
て
い
く
た
め
の
研
究
方
法
に
つ

い
て
、
簡
単
な
実
験
や
現
地
観
測

な
ど
を
通
し
て
学
び
ま
す
。

■
対
象　

高
校
生

■
定
員　

25
人

■
申
込
期
限　

７
月
16
日
㈮

■
申
込
先

　

市
庁
舎
別
館
環
境
衛
生
課

　

環
境
計
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
１

Eﾒｰﾙkankyoeisei@
saijo-city.jp

総合地球環境学研究所による最先端の研究
の結果、西条市の地下水「うちぬき」は、
世界でも珍しい自然の仕組みの中で生まれ
ることが分かってきています。

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
四
国
工
場

夏
休
み
親
子
見
学
ツ
ア
ー

親
子
な
か
よ
く

キ
ャ
ン
プ
で
ド
ン
！

西条運動公園総合プール
東予運動公園プール

■利用上の注意事項
○小学３年生以下の児童・幼児は、必ず
　保護者が同伴してください。保護者が
　同伴していない場合は、事故防止のた
　め入場をお断りします。
○目や皮膚の疾患、伝染する恐れのある
　病気にかかっている方の入場はお断り
　します。
○その他、プールの利用規定、管理者の
　指示には必ず従ってください。

■日時・場所　○７月23日㈮　10時～13時
　　　　　　　　西条運動公園総合プール
　　　　　　　○８月６日㈮　10時～13時
　　　　　　　　東予運動公園プール
■内容　障害者や母子家庭の方々を対象に
　プールを開放します。
■申込期間　７月16日㈮まで
■申込先
○市庁舎別館社会福祉課
　障害者福祉係　℡0897－52－1214
○各総合支所市民福祉課
　福祉係（東予）、市民福祉係（丹原・小松）
※障害者団体や福祉施設の方は、参加希望
　者を取りまとめてお申し込みください。
※イベント開催中は参加者以外のプール利
　用をお断りします。ご了承ください。

■イベント開催における入場制限のお願い
○次の日程は福祉プール開催のため、参加者以外は13時まで利用できません。
　西条運動公園総合プール：７月23日㈮　　東予運動公園プール：８月６日㈮

西条運動公園総合プール（ひうち１－２）　℡0897－53－3200
東予運動公園プール（河原津新田甲157）　℡0898－66－0361

■利用料金（１人当たり）
　大　人：３００円
　中高生：２００円
　小学生：１００円
■団体料金（30人以上の団体）
　小学生：１人・８０円
※障害者手帳をお持ちの方、65歳
　以上の方、一人親世帯の方など
　に対する減免制度があります。

【利用期間】７月１日㈭～８月31日㈫　10時～18時
　　　　　　７月20日㈫～８月19日㈭は、19時までご利用いただけます。

問
合
せ

ひ
ら
め
き
☆
と
き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス

よ
う
こ
そ
大
学
の
研
究
室
へ

水
と
親
し
む
青
空
教
室
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【
草
木
染
教
室
】

■
日
時　

７
月
７
日
㈬

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

■
内
容

　

コ
ア
カ
ソ
で
染
め
ま
す
。

■
定
員　

８
人

■
参
加
費

　

６
０
０
円
（
素
材
代
別
途
要
）

【
石
窯
で
ピ
ザ
作
り
】

■
日
時
（
各
日
開
催
）

　

７
月
9
日
㈮
・
10
日
㈯

　

10
時
～
13
時

■
内
容　

石
窯
を
使
っ
て
本
格
的

な
手
作
り
ピ
ザ
を
焼
き
ま
す
。

■
定
員　

各
８
人

■
参
加
費　

１
５
０
０
円

【
昆
虫
教
室
】

■
日
時
（
各
日
開
催
）

　

７
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

　

７
時
30
分
に
Ｊ
Ｒ
伊
予
西
条
駅

集
合
、
路
線
バ
ス
で
石
鎚
ふ
れ
あ

い
の
里
へ
移
動
し
ま
す
。
解
散
は

16
時
15
分
に
同
駅
で
予
定
。

※
現
地
集
合
も
可
能
で
す
。

■
内
容　

チ
ョ
ウ
、
ト
ン
ボ
、
バ

ッ
タ
な
ど
の
観
察
と
採
集

■
対
象　

小
学
3
年
生
以
上
（
児

童
の
み
で
の
参
加
可
）

■
定
員　

各
10
人

■
参
加
費　

１
５
０
０
円
（
昼
食

代
込
。
バ
ス
代
別
途
要
）

【
水
中
お
魚
観
察
会
】

■
日
時　

８
月
１
日
㈰

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

■
内
容　

施
設
の
前
に
あ
る
川
に

潜
っ
て
淡
水
魚
を
観
察
し
ま
す
。

泳
げ
な
く
て
も
観
察
で
き
ま
す
。

■
定
員　

10
人

■
参
加
費　

５
０
０
円

【
各
種
教
室
を
随
時
開
催
】

　

各
種
教
室
は
、
３
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
随
時
開
催
し
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
】

　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－
０
２
０
３

■
日
時

　

７
月
10
日
㈯　

10
時
～
12
時

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ　

家
づ
く
り
入
門
！

■
内
容

　

土
地
の
取
得
か
ら
建
築
、
ア
フ

タ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
、
各
分

野
の
プ
ロ
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

■
申
込
先　

い
し
づ
ち
森
林
組
合

内　

西
条
地
産
地
消
の
家
づ
く
り

推
進
協
議
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
１
８
０

　

夏
は
水
辺
に
出
か
け
る
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と

き
に
備
え
、
応
急
手
当
の
方
法
を

身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　

７
月
18
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

西
消
防
署
大
会
議
室

■
内
容

　

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
な
ど
の
講
習

■
申
込
先

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

■
日
時　

７
月
22
日
㈭
・
23
日
㈮

　
　
　
　

９
時
30
分
～
16
時
30
分

■
場
所　

西
消
防
署
大
会
議
室

■
定
員　

70
人
（
先
着
順
）

■
テ
キ
ス
ト
代　

２
６
０
０
円

■
申
込
期
間

　

７
月
１
日
㈭
～
20
日
㈫

■
申
込
書
配
布
場
所

○
消
防
本
部
予
防
課

○
西
消
防
署

■
申
込
先

　

消
防
本
部
予
防
課　

予
防
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
２
５
１

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

日　時 場　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、主催者側の都合で変更することがあります。

東予運動公園野球場

東予体育館ほか

ひうち陸上競技場ほか

ひうち陸上競技場31日 18：00

17日　8：00
18日　8：00

17日～20日
　　　9：30

16日 18：00

東予体育館11日　8：00

総合体育館４日　8：30

４日　9：00

東予運動公園球技場ほか４日　8：00

西条西部体育館

３日　9：00
４日　9：00 東予運動公園野球場天皇賜杯第65回全日本軟式野球大会愛媛県大会

第２回本部長杯夏季サッカー大会

第４回本部長杯空手道大会

西条市家庭婦人バレーボール大会

第５回本部長杯ミニバス大会

第５回本部長杯バレーボール大会

第47回四国地区高等専門学校体育大会

四国・九州アイランドリーグ公式戦　愛媛ＶＳ高知

東予運動公園野球場18日　9：00西条市市長杯大会軟式野球大会（決勝戦）

東予運動公園野球場23日 18：00四国・九州アイランドリーグ公式戦　愛媛ＶＳ香川

ひうち球場
※雨天順延で会場の変更有

17日　9：00
18日　9：00
19日 10：00
21日 10：00

第92回全国高等学校野球選手権愛媛大会（２･３回戦）

佐々木記念西条ひうち記録会　※８月１日も開催（９時～）

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
各
種
教
室

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

「
地
産
地
消
」

　 

家
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

愛媛県総合科学博物館　特別展

愛媛県総合科学博物館　℡0897－40－4100
　　　　　URL http://www.i-kahaku.jp/

　熱帯雨林をイメージした展示室内に、ピラニ
アやヘルクレスオオカブトなど、生きている動
物や昆虫などを多数展示し、中南米、東南アジ
アなどの熱帯雨林の特徴を紹介します。
■入場料　○高校生以上：600円
　　　　　○小・中学生、65歳以上：300円
■７月の休館日　７月６日㈫・12日㈪
　　　　　　　　※夏休み期間中は無休。

展示期間　７月10日㈯～８月31日㈫

得
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■
受
講
期
間
・
時
間
（
全
18
回
）

　

８
月
４
日
㈬
～
10
月
６
日
㈬

　

18
時
30
分
～
20
時
30
分

■
場
所　

西
条
商
工
会
議
所
本
所

■
内
容　

日
商
簿
記
３
級
程
度

■
受
講
料　

９
０
０
０
円

■
申
込
期
限　

７
月
16
日
㈮

■
申
込
先

○
西
条
商
工
会
議
所
本
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
２
０
０

○
西
条
商
工
会
議
所
東
予
支
所

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

５
０
０
０

　「
こ
ん
に
ち
は
！
知
事
で
す
」
は

愛
媛
県
知
事
が
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
と
気
軽
に
意
見
交
換
を
行
い
、

地
域
の
意
見
や
要
望
を
可
能
な
こ

と
か
ら
県
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く

も
の
で
す
。

　

傍
聴
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

７
月
21
日
㈬　

10
時
～
12
時

■
場
所

　

別
子
銅
山
記
念
図
書
館
（
新
居

浜
市
北
新
町
10
番
１
号
）

■
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

■
応
募
期
限　

７
月
14
日
㈬

■
応
募
方
法

　

郵
便
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
応
募
先

　

〒
７
９
３

－

０
０
４
２

　

喜
多
川
７
９
６

－

１

　

東
予
地
方
局
地
域
政
策
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

１
３
０
０

FAX
０
８
９
７

－

５
６

－

１
３
０
８

Eﾒｰﾙtou-seisaku@
pref.ehim

e.jp

■
経
営
・
管
理
研
修

○
傾
聴
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

　

キ
ル
を
習
得
す
る
リ
ス
ナ
ー
研
修

　

７
月
31
日
㈯

　

申
込
期
限
…
７
月
16
日
㈮

■
パ
ソ
コ
ン
研
修

○
エ
ク
セ
ル
応
用
操
作
（
Ｖ
Ｂ
Ａ
）

　

８
月
21
日
㈯
・
28
日
㈯

　

申
込
期
限
…
８
月
６
日
㈮

■
専
門
技
術
研
修

○
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ

－

Ｃ
Ａ
Ｄ　

Ｌ
Ｔ
基

　

本
操
作
編

　

８
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
・
28
日
㈯

　

申
込
期
限
…
８
月
６
日
㈮

■
問
合
せ　

各
講
座
は
受
講
料
等

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
東
予
産

業
創
造
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１
）
へ
。

■
日
時　

毎
週
土
曜
日

　
　
　
　

19
時
30
分
～
21
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研

修
室
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

■
主
催　

西
条
国
際
交
流
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座

商
工
会
議
所
複
式
簿
記
講
習
会

●日時　７月19日㈪　10時～13時
●内容　夏野菜でパンとプレートを作ります。
●講師　ＪＨＢＳ　佐藤郷子氏
●定員　16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2,000円　　●申込期限　７月13日㈫

●日時　７月21日㈬　10時～13時
●内容　タイ風カレーなど、手軽で簡単なタイ料
　　　理を作ります。
●講師　アジアンヒーリング ＣＡＩ ＩＳＡＲＡ
　　　　菊川美穂氏
●定員　20人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2,000円　　●申込期限　７月14日㈬

●日時　７月17日㈯　14時30分～15時30分
●内容　ゴーヤ茶とおやつで楽しいティータイム
　　　を過ごしながら、ゴーヤについて学びます。
●講師　野菜ソムリエ　加藤智子氏
●定員　20人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 1,000円　　●申込期限　７月13日㈫

【臨時休館】　７月12日㈪・26日㈪は清掃作業などのため休館します。

次世代育成支援スポーツ事業

日時 ８月１日㈰　９時～16時

場所 ひうち球場
※雨天時はビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ

●対象　市内の小・中学生（硬式野球経験者）
●定員　100人

講師　佐野慈紀氏　ほか２名
松山商業高校、近畿大学工学部から、1991年
ドラフト３位で近鉄バファローズに入団し、
主に中継ぎ投手として活躍。その後、中日ド
ラゴンズ、オリックスブルーウェーブに移籍
し、2003年に引退。現在は野球解説者等で活
躍中。

問合せ　総合体育館内　㈶西条市体育協会
　　　　℡0897－53－3006　℻0897－53－3106

「
こ
ん
に
ち
は
！
知
事
で
す
」

傍
聴
者
募
集
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楽
し
い
「
か
か
し
」
の
出
展
作

品
を
募
集
し
ま
す
。
個
人
、
団
体

は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
出
展

し
て
く
だ
さ
い
。
優
秀
作
品
に
は

賞
状
・
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

■
出
展
方
法

　

８
月
23
日
㈪
ま
で
に
応
募
先
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
後
日
、
作
品

を
取
り
に
伺
い
ま
す
。

■
展
示
期
間
・
場
所

　

８
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

　

Ｊ
Ａ
周
桑
直
売
所
「
周
ち
ゃ
ん

広
場
」

■
投
票
の
受
付

　

展
示
期
間
中
は
９
時
～
15
時
の

間
、
コ
ン
テ
ス
ト
の
投
票
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

投
票
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
抽

選
で
景
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

■
応
募
先　

市
庁
舎
本
館
農
業
水

産
課　

農
政
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
６

■
主
催

　

西
条
市
青
年
農
業
者
協
議
会

　

市
で
は
11
月
１
日
の
市
制
施
行
記
念
の
日
に
、
社
会
公
共
の
福
祉

に
ご
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
市
民
の
模
範
と
な
る
方
々
の
表
彰
を
行
い

ま
す
。
表
彰
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

【
表
彰
該
当
者
の
具
体
的
事
例
】

①
自
分
の
危
険
を
か
え
り
み
ず
、
人
命
を
救
助
し
た
場
合

②
寝
た
き
り
の
病
人
を
長
年
に
わ
た
り
世
話
す
る
な
ど
、
行
い
に
お

　
い
て
特
に
市
民
の
模
範
と
な
る
場
合

③
業
務
に
励
み
、
特
に
市
民
の
模
範
と
な
る
場
合

④
学
術
・
芸
術
上
の
発
明
改
良
・
創
作
な
ど
に
お
い
て
、
特
に
顕
著

　
な
功
績
の
あ
っ
た
場
合

⑤
公
共
の
た
め
に
私
財
を
寄
附
し
、
特
に
功
労
の
あ
っ
た
場
合

⑥
市
の
発
展
に
尽
く
し
、
特
に
功
労
の
あ
っ
た
場
合

⑦
教
育
・
慈
善
・
青
少
年
の
健
全
育
成
・
そ
の
ほ
か
社
会
事
業
に
尽

　
く
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
場
合

⑧
商
工
業
・
農
林
水
産
業
・
そ
の
ほ
か
産
業
の
振
興
に
顕
著
な
功
績

　
の
あ
っ
た
場
合

【
表
彰
該
当
者
の
住
所
等
】

　

西
条
市
民
ま
た
は
西
条
市
に
所
在
の
団
体
（
市
外
在
住
者
ま
た
は

団
体
で
本
市
に
関
係
の
あ
る
も
の
を
含
む
）

【
推
薦
方
法
】

　

市
庁
舎
本
館
３
階
総
務
課
総
務
法
制
係
、
各
総
合
支
所
総
務
課
、

各
公
民
館
に
あ
る
推
薦
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
７
月
16
日
㈮

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
先
】

　

市
庁
舎
本
館
総
務
課　

総
務
法
制
係

　

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
６

■
テ
ー
マ　

灯
台
の
あ
る
風
景

■
応
募
資
格　

小
・
中
学
生

■
作
品
の
規
定

　

Ａ
３
、
Ｂ
３
、
八
つ
切
り
、
四

つ
切
り
い
ず
れ
か
の
画
用
紙
に
、

水
彩
絵
の
具
、
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
消

え
に
く
い
画
材
で
描
い
た
、
未
発

表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

■
応
募
方
法

　

作
品
裏
面
に
題
名
、
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）
、
性
別
、
生
年
月
日
、

学
年
、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校

名
・
所
在
地
を
明
記
の
上
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限　

９
月
10
日
㈮
必
着

■
応
募
先

　

〒
１
０
５

－

０
０
０
１

　

東
京
都
港
区

　

虎
ノ
門
１

－

３

－

６
彩
翠
ビ
ル

　

社
団
法
人
燈
光
会

ＴＥＬ
０
３

－

３
５
０
１

－

１
０
５
４

　

東
予
地
方
に
お
け
る
灯
台
を
含

む
景
色
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
規
定

○
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
映
像

　

と
し
、
未
発
表
の
作
品
に
限
り

　

ま
す
。
（
合
成
画
像
は
不
可
）

○
２
０
０
万
画
素
以
上
で
撮
影
し

　

フ
ァ
イ
ル
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
ま
た
は

　

Ｇ
Ｉ
Ｆ
で
記
録
願
い
ま
す
。

○
応
募
点
数
は
３
点
以
内
と
し
、

　

複
数
応
募
の
場
合
は
必
ず
優
先

　

順
位
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
方
法

　

作
品
を
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
媒
体
に
記

録
し
、
題
名
、
氏
名
、
性
別
、
生

年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明

記
の
上
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
題
名
と
氏
名
に
は
ふ
り
が
な
を

　

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限

　

９
月
15
日
㈬
（
消
印
有
効
）

■
応
募
先

　

〒
７
９
４

－

０
０
１
３

　

今
治
市
片
原
町
１

－

２

　

港
湾
ビ
ル
４
階

　

今
治
海
上
保
安
部
交
通
課

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

２
３

－

５
５
１
５

昨年の最優秀作品（小学生の部）
飯岡小学校　グループ２
「おにぎり頭の周ちゃん」

平成21年今治海上保安部長賞　「梅 雨 空」
　　　　　　　　　　　撮影者　原　公夫氏

か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

灯
台
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集

東
予
の
景
色
と
灯
台

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集
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愛
リ
バ
ー
・
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

と
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
河

川
敷
の
除
草
や
清
掃
美
化
活
動
を

し
て
い
た
だ
き
、
河
川
の
美
化
に

協
力
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

県
で
は
軍
手
・
ゴ
ミ
袋
な
ど
の

提
供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険

の
加
入
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

○
東
予
地
方
局
管
理
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

１
３
０
０

○
市
庁
舎
別
館
河
川
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
５
４
３

　

エ
リ
ス
で
は
英
語
圏
の
人
た
ち

と
ふ
れ
あ
う
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
西
条
の
良
さ

を
世
界
に
紹
介
し
た
い
人
、
外
国

文
化
の
理
解
を
深
め
た
い
人
、
一

緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
年
会
費　

３
０
０
０
円

■
問
合
せ

　

西
条
英
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

　

エ
リ
ス
（
会
長
・
藤
田
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
４
３
５

URLhttp://elis-saijo.hp.infoseek.
co.jp

【
講
習
会
】

■
日
時　

９
月
30
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所

　

松
山
市
役
所
11
階
大
会
議
室

■
受
講
料　

４
０
０
０
円

【
試
験
】

■
日
時　

11
月
６
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

松
山
大
学

■
手
数
料　

４
０
０
０
円

【
申
込
方
法
】

　

７
月
28
日
㈬
か
ら
申
込
用
紙
を

下
水
道
業
務
課
で
配
布
し
ま
す
。

■
講
習
会
・
試
験
の
申
込
期
間

　

８
月
16
日
㈪
～
９
月
３
日
㈮

■
申
込
先　

市
庁
舎
本
館
下
水
道

業
務
課　

下
水
道
業
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
４

　

国
内
航
路
の
船
舶
職
員
を
養
成

し
て
い
る
国
立
波
方
海
上
技
術
短

期
大
学
校
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
を
実
施
し
ま
す
。

■
実
施
日

○
体
験　

７
月
24
日
㈯
・
31
日
㈯

○
見
学　

10
月
16
日
㈯

■
内
容

○
体
験　

実
習
体
験
、
練
習
船
体

　

験
乗
船
な
ど
（
昼
食
付
）

○
見
学　

授
業
・
施
設
・
寮
見
学

　

ツ
ア
ー
、
質
疑
応
答
な
ど

■
入
学
資
格

　

高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

方
（
平
成
23
年
３
月
卒
業
見
込
者

を
含
む
）

■
問
合
せ　

国
立
波
方
海
上
技
術

短
期
大
学
校　

教
務
課

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

４
１

－

５
２
７
８

※
資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職

業
の
方
が
学
ん
で
お
り
、
満
15
歳

以
上
で
あ
れ
ば
誰
で
も
入
学
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
出
願
期
間　

８
月
31
日
㈫
ま
で

■
問
合
せ　

放
送
大
学
愛
媛
学
習

セ
ン
タ
ー
（
愛
媛
大
学
内
）

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
２
３

－

８
５
４
４

※
資
料
を
無
料
で
進
呈
し
ま
す
。

愛
リ
バ
ー
・
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

河
川
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

西
条
英
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

「
エ
リ
ス
」
会
員
募
集

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
試
験
・
試
験
講
習
会

国
立
波
方
海
上
技
術
短
期
大
学

校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

放
送
大
学
　
10
月
入
学
生
募
集

　西条市観光協会では、８月17日㈫に
開催予定の市民納涼花火大会で「結婚
祝い」「出産祝い」「入学祝い」「金
婚祝い」など、皆さまの心に残る記念
花火の打ち上げを実施します。
　この機会に、ご家族やご友人へメッセージを添えて、
想い出に残る記念花火をプレゼントしてみませんか。

特典　○お名前とメッセージを花火のプログラムに掲載
　　　○当日は心のこもったメッセージを現地にて放送
　　　○記念花火写真にメッセージを入れてプレゼント
金額　１口１万円　　　募集期間　７月23日㈮まで

申込先　十河信二記念館内　西条市観光協会
　　　　℡0897－56－2605

キャンペーン期間：７月１日㈭～９月30日㈭

　期間中は、さまざまな種類・
分野のボランティアが募集され
ています。
　サマーボランティアイベント
ブックや、愛媛ボランティアネ
ットで気になるボランティアを
見つけて、無理せず、楽しく、
できることから始めてみよう。

■問合せ・イベントブック配布場所
○西条市社会福祉協議会ボランティアセンター
　本所：℡0898－64－2600　　西条支所：℡0897－53－0873
○市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1463
○愛媛ボランティアネット　http://nv.pref.ehime.jp/
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　「西条市への意見書」を利用して、まちづくりや市のいろいろな事業などに対しての
ご意見をお寄せください。
　回答を希望される場合は、必ず住所・氏名等をご記入ください。
　いただいたご意見等のうち「公開してもよい」の中から、氏名等を除いたうえ、公開
させていただくことがありますので、ご了承をお願いします。

<裏面に封筒の作り方を掲載しています>

該当する番号に○を
つけてください。

１．回答を希望する ２．回答を希望しない

２．公開を希望しない１．公開してもよい
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山　折 り 線

 

◆簡易封筒の作り方
○切り取り線に沿ってハサミ等で切り離してください。
○「谷折りの部分が内側」、「山折りの部分が外側」になるように折り曲げてください。
○のりしろ部分をのりづけして貼り付けてください。
◆以上で郵便封筒になりますので、切手を貼らずにそのまま投かんできます。
※料金受取人払の有効期限は平成23年３月31日までとなっていますので、それ以降につい
　ては切手が必要となります。

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

広報さいじょう　2010　7月号 20



●特別展示　パネル写真に見る昔の西条
　昭和後期に取り壊された西条藩士の屋敷や長屋の写真を
展示。
期間　７月１日㈭～31日㈯
●郷土史講座　地名の由来について　ー大町地区ー
日時　７月15日㈭　13時30分～15時30分
講師　西條史談会事務局長　竹島忠臣氏
定員　30人　　申込期限　７月８日㈭

【開館時間】９時～17時
【７月休館日】月曜日（19日開館）、20日㈫、21日㈬

●カブトガニ探検隊　－干潟を観察しようー
　カブトガニの幼生を探しながら、干潟にすむ生物や自然
環境について学習。
日時　７月24日㈯　14時から
　※雨天時：８月７日㈯13時30分からに延期
場所　河原津海岸
申込み　電話またはファックス（℻0898－65－5815）
●東海道五十三次展
　安藤広重の描いた東海道五十三次（レプリカ）の展示。
江戸時代から大正、昭和への移り変わる様子も紹介。
期間　７月11日㈰まで　
●府中13石仏と21ヶ寺霊場巡り展
　旧今治市・玉川町内の13石仏霊場と旧今治・朝倉・玉川
地区の21ヶ寺霊場巡りを紹介。
期間　７月14日㈬～8月29日㈰
●干潟の生き物展
　干潟にいる生き物を展示します。
期間　７月25日㈰～８月20日㈮
●手漉きハガキ作り教室
　よもぎ・新聞紙・チラシを使ってはがきを作ります。
日時　７月28日㈬　13時30分～15時
定員　10人
申込期限　７月25日㈰

【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【７月休館日】月曜日（19日開館）、20日㈫、21日㈬

●企画展　八堂山遺跡と考古学
　身近な遺跡「八堂山」について、発掘品の紹介と開講中
の考古学講座の中から、埋蔵文化財の持つメッセージを伝
えます。併せて八堂山の四季の写真を展示。
期間　７月２日㈮～29日㈭

●考古学講座　－参加者募集ー
日時　７月15日㈭　13時～16時
テーマ　朝倉南今若遺跡の調査現場見学会
申込期限　７月８日㈭
●竹細工親子教室　－参加者募集ー
日時　８月22日㈰　13時～16時
対象　小中学生とその保護者
定員　親子10組　※先着順

【開館時間】９時～17時
【７月休館日】月曜日（19日開館）、20日㈫、21日㈬

●木工創作教室
　初めての方でも簡単に作れます。材料費は個人負担。
日時　７月10日㈯・24日㈯　13時30分～15時30分
●水彩画教室
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
日時　７月３日㈯・17日㈯　19時～21時
●中高年ピアノ教室
日時　７月７日㈬・14日㈬　13時～15時
対象　40歳以上の初心者
●企画展　永井廣武作品展
期間　７月１日㈭～24日㈯
内容　葦ペンスケッチ画を展示します。

【開館時間】９時～22時
【７月休館日】月曜日（19日開館）、20日㈫、21日㈬

●企画展　長福寺と河野氏
　　　－河野通有公700年忌にあたってー
　中世河野氏の開基とされる北条の長福寺に伝わる文物を
公開。
　平成21年に市文化財に指定された「河野系図」と「予章
記」の特別展示を中心に、江戸時代の小松藩主一柳家（河
野氏の一族）までの関わりを展示。
期間　７月18日㈰～８月31日㈫

【開館時間】９時～17時30分
【７月休館日】水曜日、20日㈫、31日㈯

●山内広子グループはり布作品展
　庄内公民館に集う８名のはり布
作品と、併せて押し花と融合した
愛らしい作品も展示。
期間　７月１日㈭～29日㈭

【開館時間】オアシス：９時～18時（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
　　　　　　椿交流館：10時～22時（札止め21時30分）
【７月休館日】オアシス：無休　　椿交流館：水曜日
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●夏休み読書マラソン
　夏休み期間中（７月20日～８月31日）に読んだ本を記録
し、一定数読み終えた方に記念品を贈呈します。
記録用紙配布時期　７月11日㈰から
記録用紙提出期限　９月12日㈰　

【開館時間】８時30分～17時（夏休み期間中は９時30分～18時）
【７月休館日】月曜日（19日開館）、20日㈫、21日㈬

【新番組】こりすのトトの大冒険

投影開始時間（10分前にはお越しください。投影時間約40分）
　○火～土曜日：13時30分、15時
　○日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
　○第２・第４土曜日は、10時のみ無料投影をしています。
　○夏休み期間中：上記時間のほか、火～土曜日は16時に追
　　加投影します。第２・４土曜日の無料投影はありません。
観覧料　50～200円（65歳以上の方は無料）

▼　プラネタリウム情報　▼

こどもの国　７月の行事予定表　　　 夏休み中（７月22日～８月31日）の教室の受付は、７月11日㈰
以降に直接こどもの国でお申込ください。（電話申込み不可）

行事・教室名 日　　時 備　　　　考

楽しい英語絵本の
読み聞かせ

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせ

ストーリーテリング

おはなしのへや

毎週土曜日
11：00～11：30

毎週土曜日
14：00～14：30

５歳～小学６年生
幼児は保護者同伴
定員：30人　材料費：500円

おもしろ竹細工教室
紙てっぽうと竹とんぼ

ポーラセーツ教室
オリジナルのお皿・マグカップ
・おちゃわんを作ろう

27日㈫
10：00～12：00

小学生以上　定員：15人
１～３年生は保護者同伴

木彫教室 27日㈫・31日㈯
13：30～15：30

29日㈭
13：30～15：30

小学生　１～３年生は保護者同伴
定員：10人　材料費：30～400円
必要な物：絵の具道具

楽しい電子工作
３曲オルゴール

30日㈮
10：00～12：00

小学生　定員：10人
１～３年生は保護者同伴

小学生
定員：20人
材料費：350円
必要な物：汚れてもいい手
　　　　　ぬぐい１枚
作品のお渡し：８月27日㈮
　　　　　　　10時から

24日㈯
Ａ10：00～12：00
Ｂ13：00～15：00
Ｃ15：10～17：10

25日㈰
Ａ10：00～12：00
Ｂ13：00～15：00

陶芸教室

小学生　
定員：15人　材料費：250円
必要な物：エプロン

28日㈬
13：30～15：30

染め物教室

行事・教室名 日　　時 備　　　　考

５歳～中学生　材料費：250円
定員：15人　幼児は保護者同伴
必要な物：エプロン

小学２～６年生　
定員：10人
必要な物：絵の具道具

小学生　定員：10人
１～３年生は初級コース

３日㈯・17日㈯
10：00～12：00絵画教室

小学３年生～中学生　
定員：10人　材料費：100円

17日㈯
13：30～15：30

イラスト教室

10日㈯
13：30～15：30

将棋教室 ３日㈯
13：30～15：00

楽しい電子工作
バーナル楽器

11日㈰
13：30～15：30

小学生　定員：10人
１～３年生は保護者同伴

五色百人一首で遊ぼう 11日㈰
14：00～15：00

小学生　定員：30人

囲碁教室 ４日㈰
13：30～15：00

小・中学生　
定員：10人

小学生　定員：10人
材料費：200円

11日㈰・29日㈭
10：00～12：00

おもしろ紙ねんど教室

５歳～小学６年生　
幼児は保護者同伴
定員：30人　材料費：500円

４日㈰
13：30～15：30

グラスアート教室
金魚のオーナメント

小学生　定員：15人
材料費：100円

４日㈰
10：00～12：00

七夕かざり
ささかざりと七夕そうめん作り

小学４年生以上・一般
定員：30人　
申込期限：７月16日㈮
※水筒、帽子など暑さ対策が必要。
※各自の車で現地へ移動。
※雨天時は館内で天気図の説明。

地球探検
加茂川の岩石採集

18日㈰
９：00～12：00

染め物教室

太陽や星を見る会（第２回）
夏の星座と金星・火星・土星

小学生以上　定員：60人
小学１～３年生は保護者同伴

10日㈯
19：30～21：00

●書道展（後期）
　市内有志書道家の風雅な作品を展示。
期間　７月４日㈰～７月16日㈮
●馬の目会　日本画展
　心に響く風景や花の数々、馬の目会会員11名の日本画作
品を展示。
期間　７月20日㈫～８月３日㈫

【開館時間】８時30分～17時
【７月休館日】月曜日

●夏休み短期水泳教室　－参加者募集ー
　１期　７月28日㈬～31日㈯　９時～10時
　２期　８月25日㈬～28日㈯　９時～10時
対象　小学生　　定員　各35人　※先着順
参加費　4,000円　※両期受講者は7,000円
申込期限　１期：７月17日㈯　２期：７月31日㈯
　　　　　※申込受付は７月１日㈭から開始。
その他　水中撮影ＤＶＤ付き
●小・中学生無料開放日
日時　７月３日㈯・10日㈯ 　10時～12時

【開館時間】９時～17時
　　　　　　　22日㈭、23日㈮は西条市小学校水泳記録会開催のため、
　　　　　　　一般開放は14時からとさせていただきます。　
【７月休館日】月曜日（19日開館）、20日㈫

●児島虎次郎油絵展
　日本の印象派の原点といわれる画家、児島虎次郎の油絵
と、ビュフェの版画を公開展示。
期間　７月23日㈮～９月26日㈰

【開館時間】９時～16時30分
【７月休館日】月曜日（19日開館）、20日㈫、21日㈬

楽しい電子工作
ふしぎなライト

18日㈰
10：00～12：00

小学生　定員：10人
１～３年生は保護者同伴
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●児童館まつり
　７月３日㈯　10時～13時　
　遊びのコーナー、食品バザー、のみの市など楽しいコーナー
　盛りだくさん。前売り券が必要なものもありますのでお問い
　合わせください。
●リトミック（要申込）
　７月13日㈫　定員：各クラス親子10組
　①10時～10時30分　　　１歳６カ月～２歳未満のクラス
　②10時45分～11時15分　２歳以上のクラス
●ゲーム遊び（要申込）
　７月17日㈯　14時～15時30分　対象：小学生　定員：15人

●茶道クラブ
　７月10日㈯　10時～12時　対象：幼児・小学生
●リズム教室
　７月17日㈯　10時30分～11時30分　対象：幼児～小学３年生
●子ども映画会「カールじいさんの空飛ぶ家」
　７月24日㈯　13時30分～15時30分　
●カレー作り（要申込）
　７月28日㈬　10時～　対象：幼児・小学生　定員：50人
■乳幼児相談
　７月７日㈬　９時30分～11時
　保健師と保育士による乳幼児相談。必要な物：母子手帳

【開館時間】８時30分～17時　【７月休館日】月曜日、20日㈫　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

●みんな集まれ！放課後ドッジボール大会
　７月14日㈬　16時～16時30分　対象：小学生
●水遊び
　７月15日㈭・16日㈮・22日㈭・23日㈮　10時30分～11時30分
　対象：幼児　シャボン玉遊びや色水遊びもあります。
●夏休み工作広場「ドアプレート」（要申込）
　７月24日㈯　10時～12時　対象：小学生　定員：20人
●夏まつり
　７月31日㈯　10時30分～13時　
　わくわくプレイコーナーをまわってスタンプラリーを完成さ
　せよう。スーパーボールすくい、おかしつりなどのコーナー
　があります。バザーは前売り券の購入が必要です。

●七夕の笹飾り作り
　７月３日㈯・４日㈰　９時～16時　
　短冊に願い事を書き、色紙などで笹飾りを作ろう。
●こども夏祭り
　７月18日㈰　10時～14時　
　バザー、のみの市、工作、映画などのコーナーがあります。
●こども映画会「河童のクゥと夏休み」　
　７月24日㈯　13時30分～15時40分
●シャワーあそび
　７月25日㈰・31日㈯　13時30分～14時30分

【開館時間】西条図書館：９時～22時
　　　　　　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【７月休館日】
　西条図書館：８日㈭、31日㈯
　東予図書館：月曜日（19日開館）、20日㈫、21日㈬、31日㈯
　丹原図書館：金曜日、20日㈫、31日㈯
　小松温芳図書館：水曜日、20日㈫、31日㈯
　※西条図書館は７月８日㈭に館内整備のため臨時休館いたします。

西条図書館イベント案内
　　　　　　　　　　　　         申込先：西条図書館

●文学講座「古典文学～源氏物語～」
　７月６日㈫　10時～11時30分　　定員：50人
　講師：県生涯学習推進講師　藤田道也氏
●読書会「輪読会」
　７月10日㈯　13時30分～15時　　定員：20人
●ぴょんぴょんお話会
　７月10日㈯　15時～16時　　対象：幼児
●ぴよぴよお話会
　７月14日㈬　10時～10時30分、10時30分～11時
　対象：０歳児以上　

●２日・16日・30日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：20
●９日・23日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00
中川公民館　　　　　　15：20～15：30

●３日・17日（土曜日）
楠河公民館　　　　　　10：00～10：30
三芳小学校　　　　　　10：40～11：20
国安小学校　　　　　　11：30～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井公民館　　　　　　14：30～15：00

●10日・24日（土曜日）
西条東中学校　　　　　10：00～10：20
西条西中学校　　　　　10：50～11：10
東予西中学校　　　　　13：00～13：20
河北中学校　　　　　　13：30～14：00
丹原西中学校　　　　　14：30～15：00

●11日・25日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
加茂公民館　　　　　　11：00～11：10
舟形バス停横　　　　　11：20～11：50

●12日・26日（月曜日）
旧西田郵便局横　　　　10：00～10：30
周桑病院　　　　　　　11：00～11：40
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
本谷温泉　　　　　　　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20
●６日・20日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　12：50～13：20
ＪＡ西条神戸低温倉庫　13：30～13：40
伊曽乃神社鳥居前　　　13：50～14：20
小松農村環境改善センター　14：40～15：10
●７日・21日（水曜日）
野々市集会所　　　　　９：30～10：00
橘公民館　　　　　　　10：10～10：40
新御堂児童公園　　　　10：50～11：20
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20
●14日・28日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：40
西福寺入口　　　　　　10：50～11：20
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：20
氷見公民館　　　　　　14：40～15：20
旧大町公民館　　　　　15：40～16：20
●１日・15日・29日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡公民館　　　　　　15：00～15：30
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ありがとうございました　
　次の方々からご厚志をいただきました。
心からお礼申し上げます。
　　　　　　　　　（順不同　敬称略）

■まごころ銀行へ
▽玉井由美子（壬生川）▽笹本陽地（三津屋）

▽吉田百合子（正法寺）▽東予ウィンドハーモ

ニー▽国興産業㈱▽明治大学校友会西条支部▽

東予高等学校普通科２・３年生

■老人ホーム明水荘へ
▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）▽散髪　

伊藤泰博（明神木）▽新聞　芥川秀人（神拝

甲）▽押し花指導　佐藤ミヨ（大町）▽ふれあ

い交流会　古川保育園▽運動会への招待　みど

り保育園

■老人ホーム石燧園へ
▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部

■特別養護老人ホーム道前荘へ
▽歌　玉井キヨ子（小松町大頭）▽散髪　

高橋弥生（楠）▽カレンダー作り　コープえ

ひめ福祉グループ▽誕生会・歌・踊り　周布フ

ラダンスＧコスモフラ
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な
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。
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。
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。
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。
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な
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※
筆
者
が
５
年
生
時
の
作
品
で
す
。

私のひいおばあちゃん
玉津小学校６年　菅野　樹№68

　外気温25℃の時に車のエアコンを使用すると12％程度燃費が悪化しま
す。適度な温度設定をし、適温になったらエアコンを弱めたり切ったり
するよう心がけましょう。
　暑くなった車内の空気を換えるには、窓を開けて発進し、熱気が出て
いったら窓を閉めるようにします。

　エアコンの使い方　エアコンの使い方

エコドライブのススメ

図書が寄贈されました
　５月28日に、国際ソロプチミス
ト西条から西条図書館に昨年に引
き続き図書が寄贈されることとな
り、伊藤サキミ会長から田中教育
長に目録が手渡されました。
　寄贈された児童図書は、西条図
書館の蔵書として来館者の皆さま
にご利用いただきます。

サマージャンボ宝くじ発売！
１等・前後賞合わせて３億円！２等も１億円！

新登場の1000万円サマーと同時発売
発売期間　７月７日㈬～30日㈮
抽 選 日　８月10日㈫
販売価格　１枚300円
販売場所　最寄りの宝くじ売り場等
 この宝くじの収益金は市町村の明るく
 住みよいまちづくりに使われます。

2010年市町村振興宝くじ
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きゅうり

栄養士チェック

スタミナおにぎりスタミナおにぎり
素材・分量（４人分）

エネルギー ‥‥‥‥‥‥  286kcal　　タンパク質 ‥‥‥‥‥‥‥‥7.8ｇ
脂肪　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8.6ｇ

栄養価（１人当たり）

栽培面積：44.1ha（県内第１位）
収  穫  量：3,317ｔ （県内第１位）
参考：愛媛県農林水産統計年報（平成20～21年）

　

一
年
中
野
菜
売
り
場
に
並
ぶ
き
ゅ
う

り
で
す
が
、
本
来
は
夏
が
旬
の
食
べ
物

で
す
。
江
戸
っ
子
の
初
物
好
き
に
好
ま

れ
て
古
く
か
ら
促
成
栽
培
さ
れ
、
い
ま

で
は
サ
ラ
ダ
や
漬
物
に
か
か
せ
な
い
野

菜
と
な
り
ま
し
た
。

　

輪
切
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に
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と
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似
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い
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、
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し
た
。
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ゅ
う
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曲
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味
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ま
せ
ん
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濃
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が
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と
し
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が
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一
な
も

の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　水分がついている場合はふき
取ってから、新聞紙で包んだり
ポリ袋に入れたりして、封をせ
ずに保存しましょう。きゅうり
は低温に弱いので、冷蔵庫の野
菜室に入れ４～５日程度で食べ
きりましょう。

　

ス
イ
カ
よ
り
水
分
が
多
い
（
約
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％

が
水
分
）
き
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さ
ん
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き
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・
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で
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。

　野菜嫌いの人には、野菜の代わりに野菜ジュース
やスープなどで間に合わせてしまうことがあるよう
です。そんな方には自分で育てた野菜を食べること
をお勧めしています。手塩にかけたかわいい野菜な
ので、虫が食っていようが、曲がっていようが実に
旨いものです。きゅうりはプランターでも簡単に栽
培できます。育てたきゅうりを使って、家族みんな
でスタミナおにぎりを作ってみましょう。

野菜を育てて楽しい食卓

居ダイニング　善　　能智清司さん
　13年前に小松の駅前通りで居酒屋をはじめ、２年前に旧
国道沿いに移転しました。地元食材にこだわり、四季折々
の素材を生かしたお料理を提供し、仕事帰りなどに気軽に
立ち寄ってもらえるようなお店づくりをしています。
　今回のメニューは、家族団らんのときにいろんな食材を
巻いて、楽しみながら食べてください。

　きゅうりは、ビタミン類や豊富なカリウムが主な栄養素であ
り、このカリウムには血圧上昇の原因となるナトリウムの排泄
を促す働きがあります。また、青臭さの香り成分であるピラジ
ンは、血栓を予防し、利尿作用のあるイソクエシトリンは、腎
機能を整えむくみの解消にも効果が期待できます。

ライスペーパー ‥‥‥‥‥‥ ８枚　　ごはん ‥‥‥‥‥‥‥‥ 茶碗２杯
サニーレタス ‥‥‥‥‥‥‥ ２枚　　きゅうり ‥‥‥‥‥‥‥ １／２本
Ａ　牛肉（切り落とし） ‥‥ 50ｇ　　Ｂ　豚バラ（薄切り） ‥‥‥ 50ｇ
　　塩コショウ ‥‥‥‥ 小さじ１　　　　キムチ（細切り） ‥‥‥ 10ｇ
　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　焼肉のたれ ‥‥‥‥ 小さじ１

ジュニア野菜ソムリエ

田中丞子さん

①　きゅうりは長さ５㎝、太さ１㎝角のスティック状に、牛
　肉・豚バラ肉・キムチは食べやすい大きさに切る。
②　サニーレタスは洗って、５㎝くらいにちぎる。
③　Ａの牛肉を炒め、塩コショウで味付ける。Ｂの豚バラ肉
　をよく炒め、キムチを入れ焼肉のたれで味付ける。
④　大きめのボウルにぬるま湯を入れ、ライスペーパーをく
　ぐらせ、まな板の上に固く絞ったふきんを広げ、その上に
　ライスパーペーを広げる。
⑤　ライスパーパーの真ん中にサニーレタスを広げ、ご飯大
　さじ２杯、味付けした牛肉か豚肉ときゅうりをのせ、固め
　にくるくると巻く。半分に切って出来上がり。

※ライスペーパーはぬらしすぎや時間がたつとくっついてしまう
　ので、１枚ずつさっともどしましょう。
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　今回で４回目の開催となる西条アートフェスティバルが、丹原文化会館を会場として盛大に開催されました。
　今年のテーマは「触れる・揺れる・戯れる」で、親子石彫・写生・石の絵手紙・習字・砥部焼絵付け・はさみきりえ・竹細工・銅
工芸などの創作体験教室や、田宮流居合術・フラダンス・エレクトーン演奏・ヒップホップダンス・道前太鼓・アフリカンドラムな
どの演奏も行われました。また、館内では生花の展示を鑑賞した後、お茶席でひと休みする人や、水琴窟の不思議な響きに聞き入る
人の姿も見られ、会場は終日多くの人たちでにぎわいました。

　市では高齢運転者
の交通事故防止を目
的とした、体験型の
交通安全教室を開始
しました。
　吉井地区の30人が
参加した第１回目の
教室では、警察官・
自動車教習所の教官
による講習やエアバ
ッグ体験、またコー
スに出て、濡れた路
面でのブレーキ操作
訓練などが行われ、
参加者の皆さんは真
剣な表情で取り組ん
でいました。▲大きな音と同時に作動するエアバッグを体験

5/30  西条アートフェスティバル 2010
～触れる・揺れる・戯れる～

高齢運転者交通安全教室  開講

「咲かせよう! 安全の花を」 正しい交通マナーを呼びかけ

▲
交
通
安
全
の
願
い
を
伝
え
ま
し
た

▲

快
晴
の
日
差
し
の
も
と
、心
静
か
に「
晴
天
」と「
安…

▲
大
胆
で
自
由
な
筆
運
び
と
繊
細
で
新
鮮
な
色
つ
か
い

▲

手
馴
れ
た
陶
芸
家
の
よ
う
な
風
格
さ
え
感
じ
ま
し
た

▲カラフルな色を使って華やかに

　６月８日、石根小学
校の５・６年生40人が
ＰＴＡ・婦人会・交通
安全協会・西条西警察
署の協力で、小松町明
穂の国道11号沿いで交
通安全キャンペーンを
実施しました。子ども
たちは手作りの交通安
全標語のしおりと、挿
し木をして育てた篤山
椿の苗木をドライバー
に手渡して、安全運転
を呼びかけました。

▲

自
作
の
交
通
安
全
標
語
を
椿
の
苗
木
に
添
え
て
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　初夏の風物詩としてすっかり定着し今回で10回目を数えた「立て干し網」。入梅が発表され、あいにくの天候となりましたが、市
内外から約 5,000 人の皆さんが参加して河原津海岸を埋め尽くしました。
　開始の合図と同時に、放流されたハマチやタイ・アジなど約２万尾とアサリ約2.5トンをめざして、参加者の皆さんが全力疾走す
る様子は今年も大迫力。水しぶきと歓声の中、早速大物を捕まえた人は、魚をかかげて仲間たちに得意気にポーズ。また、干潮とと
もに広がった干潟では、小さな子どもたちもアサリ掘りを夢中で楽しんでいました。

６/13　第10回  立て干し網　～おだやかな瀬戸の海に大漁の波は打ち寄せたのか!?～

▲

大
物
ゲ
ッ
ト
に
思
わ
ず
に
ん
ま
り

▲

わ
た
し
も
お
魚
と
れ
た
よ
！

▲何かとれた？ ▲やったぞ～！ どんなもんじゃいっ！

６/５　西条の身近な自然を楽しく学びました！ 巻き起こせ西条旋風！西条高校ソフトボール部全国大会へ
　「干潟の生き物
を観察しよう」を
テーマにした自然
観察会が、県内で
最大規模を誇る加
茂川河口で開催さ
れました。姿勢を
低く静かにしてい
ると、あちこちで
ヤマトオサガニが
ダンスを始めます。
その他にも多くの
生物を観察しまし
たが、この環境を
守り続ける大切さ
も学びました。
　今年度も自然観
察会は、全３回で
開催の予定です。

　６月に開催された県高校総体で、西条高校ソフトボール部が見
事２年連続８度目の優勝を勝ち取り、沖縄県で行われる全国大会
への切符を手にしました。全国大会出場の報告に市役所を訪れて
くれた部員の皆さんからは「一つでも多く勝って、全国に西条の
名を広めてきます」との大変力強いコメントをいただきました。
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。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私が近いうちにこの素敵な所を離れなければならないのが信じられ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ないです。２年前に東京で研修を受けてから西条市に来て、思ったよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　り全部が小さくて田舎のように感じ、大都市にしか住んだことがなか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　った私は、一人で西条市に泊まるのを戸惑いながら家に着きました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかも、いろんな意味で不安を抱いていたうえに、その夏の夜に大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　きな嵐がやってきました。風が激しく吹いて家が停電になりました。
　まだ慣れていなくて心地よくないベッドの上で、エアコンがきかないどころか扇風機さえなくて、幽霊に襲
われるのかと思うほど怖い夜でした。しかし、精神的に嵐や停電に負けないように日本で頑張るか、次の嵐や
生活で辛い時期がくるのを恐れて生きるかと思ったら、一生懸命西条市で頑張ることを決心しました。
　だんだん田舎生活にも慣れ、西条がとても愛しい所になりました。立て干し網や西条祭りをはじめ、英会話
教室を通じて地域の方々と知り合うこともでき、２年間かけて素晴らしい思い出がたくさんできたのです。
　西条市民の思いやりや親切さに感心しています。いろんな人が自分の庭でとれた野菜や果物をくれたり、外
にいる時に挨拶してくれたり、道に迷っていないかと心配されたこともあります。去年アメリカから家族が日
本に来た時に茶道と書道の体験をさせてもらいました。しかも、西条でデジタルカメラを２回もなくしてしま
ったのに、２回とも返ってきました。
　最初は、実家から遠く離れた生活はどうなのか心配でしたが、今では離れなければならない時がどれほど辛
いか想像がつきません。心の底から、この２年間のたくさんの思い出を作らせてくださった西条市民にお礼を
申し上げたいと思います。皆さんにも外国へ行ったり、移住したりするスリルや幸福を味わってもらえたら、
と思います。これからも、新しい方々を西条市に迎え続けてください。　心より、ダニ・ピエール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜訳：国際交流員ケイレブ＞

▲外国語指導助手
　ダニエル・ピエールさん
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定 期 無 料 相 談
■人権相談
○７月15日㈭　13時～17時　神拝公民館　　
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○月・水・金曜日（祝日除く）　９時～16時
　松山地方法務局西条支局人権相談室
　問合せ　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188

■行政相談
○７月６日㈫　13時～15時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○７月13日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○７月13日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○７月16日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218

■法律相談
　弁護士による法律相談（定員15人、１人15分）
　事前予約が必要。（予約受付は７月１日㈭～）
○７月14日㈬・28日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1493
○７月21日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134

■消費生活相談
　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時15分　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1495
　　　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は９頁上段掲載）
○９時～19時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700

■社会保険出張相談
　７月14日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜年金事務所　℡0897－35－1362
　年金定期便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ

■司法書士法律無料相談（多重債務相談を含む。予約不要）
　７月13日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田

■土地建物取引相談
　７月８日㈭　13時～15時　宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988

■無料不動産相談
　７月12日㈪　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）　８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　土・日曜日　10時～16時
　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
　※７月17日㈯（10時～12時）は「中川公民館」でも専門的相
　　談を実施します。
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141
■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　水曜日（祝日除く）　　　　　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日除く）　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－2700
■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所
■社会保険等相談
　７月８日㈭　10時～16時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　市庁舎本館商工労政課　℡0897－52－1482

■補聴器相談会
　７月21日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階 101会議室
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階 第１会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214
■精神障害者の家族相談会
　７月15日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階 社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803
■お酒の悩み相談
　７月28日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室1
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本

　税務署の代表電話は自動音声案内で受け付けています。
◆電話での相談　自動音声案内に従い「１」番を選択し、続
　いて相談したい税の内容の番号を選択してください。
◆税務署での個別的な相談（面接相談）自動音声案内に従い
　「２」番を選択してください。　

国税に関する質問・相談には
「電話相談センター」をご利用ください 　心のケアから「自立」に必要なスキルアップまで、若者を

トータルにサポートするための出張相談会を開催します。
日　時　７月６日㈫・20日㈫　13時～17時
　　　　※１人１時間、事前予約が必要
場　所　ハローワーク西条
問合せ　東予若者サポートステーション　℡0897－32－2181
　　　　月・火・水・金曜日：10時～18時　木曜日：13時～21時

東予若者サポートステーション出張相談会

伊予西条税務署　０８９７－５６－３２９０
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泌
尿
器
科
は
主
に
、
尿
に
関
係

し
た
臓
器
と
男
性
生
殖
器
を
扱
う

診
療
科
で
す
。

　
泌
尿
器
科
は
救
急
疾
患
が
多
い

診
療
科
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
の
中
で
、
緊
急
の

処
置
を
必
要
と
す
る
い
く
つ
か
の

泌
尿
器
科
疾
患
に
つ
い
て
述
べ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
尿
は
「
真ま

み
ず水
」
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
カ
ル
シ
ウ
ム
、
シ
ュ
ウ
酸
、

リ
ン
酸
、
尿
酸
な
ど
結
晶
を
つ
く

り
や
す
い
成
分
を
含
ん
で
い
ま
す
。

　
腎
臓
内
で
尿
の
中
に
で
き
た
結

晶
が
大
き
く
な
っ
て
「
結
石
」
が

で
き
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

腎
臓
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
き

は
無
症
状
で
す
が
、
尿
管
と
い
う

細
い
管
の
中
を
降
り
て
く
る
と
き

に
尿
の
流
れ
を
詰
ま
ら
せ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
尿
が
流
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う

と
、
腎
臓
の
中
に
た
ま
っ
た
尿
の

圧
力
が
高
く
な
っ
て
腎
臓
の
神
経

を
刺
激
し
て
、
「
激
し
い
腹
痛
や

吐
き
気
」
を
起
こ
し
て
し
ま
う
の

で
す
。
蛇
足
で
す
が
、
女
性
は
お

産
を
経
験
す
る
た
め
か
、
女
性
よ

り
男
性
の
方
が
痛
み
に
は
弱
い
よ

う
で
す
。
屈
強
な
男
性
が
冷
や
汗

を
か
い
て
七
転
八
倒
と
い
う
場
面

も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

　
救
急
現
場
で
の
治
療
は
、
ま
ず

痛
み
を
和
ら
げ
る
こ
と
で
す
が
、

鎮
痛
剤
の
座
薬
が
比
較
的
よ
く
効

き
ま
す
。

　
泌
尿
器
科
医
師
が
緊
張
す
る
疾

患
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
精
巣
（
睾こ

う
が
ん丸
）
は
陰い

ん
の
う嚢
と
い
う

袋
の
中
に
あ
り
ま
す
が
、
精
索
と

い
う
紐ひ

も

の
よ
う
な
も
の
で
ぶ
ら
下

が
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
こ
の
紐

の
中
に
は
血
管
や
精
管
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
紐
が
ね
じ
れ
て
し
ま
う

と
、
精
巣
に
血
液
が
流
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
血
流
が
長
時

間
止
ま
っ
て
し
ま
う
と
、
精
巣
は

精
子
を
作
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
こ
の
病
気
は
10
代
、
思
春
期
前

に
か
か
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
こ

の
年
代
の
患
者
さ
ん
が
生
殖
年
齢

に
達
す
る
前
に
精
子
を
作
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の

で
す
。

　
「
突
然
に
陰
嚢
が
痛
く
な
っ
て

腫
れ
た
」
と
き
は
、
急
い
で
泌
尿

器
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
緊

急
の
処
置
が
必
要
で
す
。

　
10
代
の
患
者
さ
ん
が
多
い
の
で
、

ご
両
親
が
よ
く
注
意
し
て
あ
げ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
腎
臓
は
背
中
の
筋
肉
や
肋
骨
に

守
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
外
か
ら

の
力
で
損
傷
を
受
け
る
こ
と
の
少

な
い
臓
器
で
す
。
し
か
し
、
交
通

事
故
、
転
落
事
故
、
ス
ポ
ー
ツ
を

し
て
い
る
と
き
な
ど
、
わ
き
腹
や

背
中
を
強
く
打
撲
し
た
と
き
に
は

損
傷
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
腎
臓
を
損
傷
す
る
と
、
ほ
と
ん

ど
の
場
合
に
尿
に
血
が
混
じ
っ
て

血
尿
が
出
ま
す
。
「
わ
き
腹
や
背

中
を
打
っ
て
血
尿
が
出
た
」
と
き

に
は
、
す
ぐ
に
病
院
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　
腎
臓
は
血
流
の
豊
富
な
臓
器
で

す
。
わ
ず
か
な
損
傷
で
も
じ
わ
じ

わ
と
出
血
し
て
、
結
果
的
に
大
出

血
を
起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
最
近
は
、
心
臓
や
脳
の
病
気
の

た
め
に
「
血
液
を
さ
ら
さ
ら
に
す

る
薬
」
「
血
が
止
ま
り
に
く
く
な

る
薬
」
を
飲
ん
で
い
る
方
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
薬
を

常
用
し
て
い
る
方
は
、
出
血
し
や

す
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

大
事
故
や
強
い
打
撲
で
な
く
て
も

大
出
血
に
至
っ
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　
膀ぼ

う
こ
う胱

に
た
ま
っ
た
尿
を
体
外
に

排
出
で
き
な
く
な
っ
た
状
態
を
尿

閉
と
い
い
ま
す
。
「
何
時
間
も
の

間
、
尿
意
が
あ
っ
て
も
オ
シ
ッ
コ

が
出
な
い
」
の
で
、
膀
胱
内
に
尿

が
充
満
し
て
尿
意
を
通
り
越
し
て

痛
み
を
感
じ
た
り
、
下
腹
部
が
硬

く
ポ
ッ
コ
リ
膨
ら
ん
で
き
た
り
し

ま
す
。
ま
る
で
、
下
腹
部
に
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
が
あ
る
よ
う
な
状
態
に

な
り
ま
す
。

　
原
因
の
多
く
は
前
立
腺
肥
大
症

と
い
う
高
齢
男
性
の
病
気
で
す
。

大
酒
を
飲
ん
だ
あ
と
、
風
邪
薬
を

服
用
し
た
こ
と
な
ど
を
き
っ
か
け

に
、
急
に
お
し
っ
こ
が
出
な
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
泌
尿
器
科
で
診
療
す
る
病
気
の

中
か
ら
、
四
つ
の
救
急
疾
患
に
つ

い
て
簡
単
に
述
べ
ま
し
た
。
最
後

ま
で
お
読
み
い
た
だ
い
た
方
の
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
ご
参
考
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

泌
尿
器
科
の
救
急
医
療
に
つ
い
て

西条市医師会会員　
市立周桑病院副院長

越智淳三

尿
管
結
石

精
巣
（
精
索
）
捻
転
症

せ
い
そ
う

せ
い
さ
く

ね
ん
て
ん
し
ょ
う

腎
外
傷

尿
閉
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13日㈫　  9：30～11：00　中央保健センター

13日㈫　  9：30～11：00　中川公民館

９日㈮　  9：30～11：00　小松保健センター

７日㈬　  9：30～11：00　東予西児童館

５日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

１日㈭　  9：30～11：00　丹原保健センター

１日㈭　  9：30～11：00　東予南地域交流センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士・家庭児童相談員などの専門スタッフが
応じ、問題解決に向けて一緒に考えます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触
　された方、治って間もない方の来場は、
　ご遠慮ください。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　７月２日㈮
○東予保健センター　７月23日㈮
○丹原保健センター　７月９日㈮
○小松保健センター　７月16日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　７月26日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　７月27日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■７月の献血日程
◆市庁舎本館
　７月16日㈮　９時30分～12時
◆電源開発㈱西日本支店　西地域制御所
　７月16日㈮　13時30分～14時30分
◆まなべ病院
　７月16日㈮　15時10分～16時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

13日㈫
22日㈭

27日㈫

15日㈭
14日㈬

６日㈫
８日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成22年３月１日～
３月31日の出生児

平成22年３月１日～
４月30日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央

東予・丹原・小松

平成20年12月１日～
12月31日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成19年６月１日～
６月30日の出生児13：00～14：00 中央 西条

西条

内容　カロリー編：普段の食事のカロリーを計って、食生活を改善
　　　バランス編：食事バランスガイドでバランスの良い食事を習得

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　７月・８月の日程等　※申し込みは前日まで受付

▼市民健康講座の日程等　※申込受付は６月１日から開始しています。

▼骨粗しょう症検診の日程等

８月20日㈮

８月２日㈪　　14時～15時30分

日　　　時 場所・申込先

丹原保健センター

８月９日㈪　　14時～15時30分 中央保健センター

８月13日㈮　　14時～15時30分 小松保健センター

８月31日㈫　　14時～15時30分 東予保健センター

40人

80人

40人

80人

定　員
（先着順）

東予保健センター ８月13日㈮

丹原保健センター ８月27日㈮

小松保健センター ８月６日㈮

７月16日㈮

７月９日㈮

７月23日㈮

７月２日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

西条

東予

丹原
小松

地区 日　　程 受付時間 場所・申込先

中央保健センター

東予保健センター

丹原保健センター
小松保健センター

９時～11時

９時～11時

９時～11時
９時～11時

８月３日㈫
８月４日㈬
８月23日㈪
８月24日㈫
９月２日㈭　
９月３日㈮
７月９日㈮
７月５日㈪

カロリー編 バランス編 受講時間

　講師の松本陽子氏は、18歳で父をがんで亡くし、自らも33歳のときに子宮
がんを発症しました。闘病中に「患者さんのために役立つことをしたい」と
決意した松本氏は「愛媛がんサポートおれんじの会」を設立し、安心できる
がん医療の構築に向けて、現在も奔走されています。
　講座では、ご自身の闘病体験を通して、命の大切さや検診の重要性、そし
て家族についても深く考えさせてくれます。
※当講座は愛媛県がん対策推進員養成研修と併せて実施しますので、受講者
　にはがん対策推進員認定証が交付されます。
講師　松本陽子氏
　　　（フリーアナウンサー、愛媛がんサポートおれんじの会代表）
対象　西条市民
申込方法　開催場所の保健センターへご連絡ください。

▼ウォーキング完了認定者
　５月に完了認定証を交付した方は
次のとおりです。（敬称略）
◆全国１周完了（10,310㎞）
　秦　富子（飯岡）
　栗原正男（丹原町池田）
　栗原瑞江（丹原町池田）
　弘保　公（丹原町今井）
◆本州１周コース（5,340㎞）
　伊藤富一（大町）
◆北海道１周コース（2,190㎞）
　元根　功（氷見乙）
　渡邉　光（国安）
　稲井達夫（洲之内）
◆九州１周コース（1,840㎞）
　直野輝久（三津屋）
　越智喜久美（北条）
　豊田一幸（丹原町池田）
　吉本明美（丹原町池田）
　服部久好（飯岡）
　越智　進（丹原町来見）
◆四国１周コース（940㎞）
　日野小百合（小松町妙口）
　杉田チヱ子（高田）
　石原トヨミ（丹原町池田）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

対象　○平成23年３月31日現在において、
　　　　18～39歳の方、国民健康保険（国保）に加入する40～74歳の方
　　　○後期高齢者医療制度の加入者（受診日において75歳以上の方等）
検査内容
　問診、血圧測定、尿検査、身体計測、腹囲測定、血液検査、診察
※昨年の健診データなどを参考に、診査の結果に応じて必要な方には貧血
　検査、心電図検査、眼底検査を実施します。
※75歳以上の方には腹囲測定を実施しません。
受診場所　市内の指定医療機関（詳しくは各保健センターへお問い合わせください）
実施期間　平成23年２月28日㈪まで
申込受付期間　平成23年２月４日㈮まで
申込方法
○18～39歳の方：各保健センターへお申し込みください。
○国保に加入する40～74歳の方：指定医療機関に直接予約してください。
○後期高齢者医療制度の加入者：各保健センターへお申し込みください。
注意事項
○個別健康診査を受診すると、総合健診の健康診査は受診できません。
○国保の短期人間ドック・脳ドックを受診した方、受診予定の方は、個別
　健康診査は受診できません。
○国保に加入する40～74歳の方は、受診の際に「被保険者証」と「特定健
　診受診券」「質問票」が必要です。特定健診受診券と質問票は、５月に
　国保医療課から対象者へ郵送しています。
○後期高齢者の申込者には「後期高齢者健康診査受診券」を送付しますの
　で、受診の際にお持ちください。糖尿病、高血圧性疾患、心疾患などの
　生活習慣病で医療機関を受診されている方は、健康診査を受ける必要は
　ありません。

個別健康診査について詳しくは、広報さいじょう４月号に折り込みの
「平成22年度健康カレンダー」をご覧いただくか、各保健センターへ
お問い合わせください。

　骨粗しょう症の予防は若い時から自分の骨の状態を知っ
て、対応することが大切です。５年に１度の検診ですので
対象の方は、積極的に受診しましょう。
検査内容　かかとの骨量測定
対象者　平成23年３月31日現在において、
　　　　40・45・50・55・60・65・70歳の方
　　　　※骨粗しょう症で治療中の方は受診できません。
申込先　各保健センター（電話申込可）
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13日㈫　  9：30～11：00　中央保健センター

13日㈫　  9：30～11：00　中川公民館

９日㈮　  9：30～11：00　小松保健センター

７日㈬　  9：30～11：00　東予西児童館

５日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

１日㈭　  9：30～11：00　丹原保健センター

１日㈭　  9：30～11：00　東予南地域交流センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士・家庭児童相談員などの専門スタッフが
応じ、問題解決に向けて一緒に考えます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触
　された方、治って間もない方の来場は、
　ご遠慮ください。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　７月２日㈮
○東予保健センター　７月23日㈮
○丹原保健センター　７月９日㈮
○小松保健センター　７月16日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　７月26日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　７月27日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■７月の献血日程
◆市庁舎本館
　７月16日㈮　９時30分～12時
◆電源開発㈱西日本支店　西地域制御所
　７月16日㈮　13時30分～14時30分
◆まなべ病院
　７月16日㈮　15時10分～16時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

13日㈫
22日㈭

27日㈫

15日㈭
14日㈬

６日㈫
８日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成22年３月１日～
３月31日の出生児

平成22年３月１日～
４月30日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央

東予・丹原・小松

平成20年12月１日～
12月31日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成19年６月１日～
６月30日の出生児13：00～14：00 中央 西条

西条

内容　カロリー編：普段の食事のカロリーを計って、食生活を改善
　　　バランス編：食事バランスガイドでバランスの良い食事を習得

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　７月・８月の日程等　※申し込みは前日まで受付

▼市民健康講座の日程等　※申込受付は６月１日から開始しています。

▼骨粗しょう症検診の日程等

８月20日㈮

８月２日㈪　　14時～15時30分

日　　　時 場所・申込先

丹原保健センター

８月９日㈪　　14時～15時30分 中央保健センター

８月13日㈮　　14時～15時30分 小松保健センター

８月31日㈫　　14時～15時30分 東予保健センター

40人

80人

40人

80人

定　員
（先着順）

東予保健センター ８月13日㈮

丹原保健センター ８月27日㈮

小松保健センター ８月６日㈮

７月16日㈮

７月９日㈮

７月23日㈮

７月２日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

西条

東予

丹原
小松

地区 日　　程 受付時間 場所・申込先

中央保健センター

東予保健センター

丹原保健センター
小松保健センター

９時～11時

９時～11時

９時～11時
９時～11時

８月３日㈫
８月４日㈬
８月23日㈪
８月24日㈫
９月２日㈭　
９月３日㈮
７月９日㈮
７月５日㈪

カロリー編 バランス編 受講時間

　講師の松本陽子氏は、18歳で父をがんで亡くし、自らも33歳のときに子宮
がんを発症しました。闘病中に「患者さんのために役立つことをしたい」と
決意した松本氏は「愛媛がんサポートおれんじの会」を設立し、安心できる
がん医療の構築に向けて、現在も奔走されています。
　講座では、ご自身の闘病体験を通して、命の大切さや検診の重要性、そし
て家族についても深く考えさせてくれます。
※当講座は愛媛県がん対策推進員養成研修と併せて実施しますので、受講者
　にはがん対策推進員認定証が交付されます。
講師　松本陽子氏
　　　（フリーアナウンサー、愛媛がんサポートおれんじの会代表）
対象　西条市民
申込方法　開催場所の保健センターへご連絡ください。

▼ウォーキング完了認定者
　５月に完了認定証を交付した方は
次のとおりです。（敬称略）
◆全国１周完了（10,310㎞）
　秦　富子（飯岡）
　栗原正男（丹原町池田）
　栗原瑞江（丹原町池田）
　弘保　公（丹原町今井）
◆本州１周コース（5,340㎞）
　伊藤富一（大町）
◆北海道１周コース（2,190㎞）
　元根　功（氷見乙）
　渡邉　光（国安）
　稲井達夫（洲之内）
◆九州１周コース（1,840㎞）
　直野輝久（三津屋）
　越智喜久美（北条）
　豊田一幸（丹原町池田）
　吉本明美（丹原町池田）
　服部久好（飯岡）
　越智　進（丹原町来見）
◆四国１周コース（940㎞）
　日野小百合（小松町妙口）
　杉田チヱ子（高田）
　石原トヨミ（丹原町池田）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

対象　○平成23年３月31日現在において、
　　　　18～39歳の方、国民健康保険（国保）に加入する40～74歳の方
　　　○後期高齢者医療制度の加入者（受診日において75歳以上の方等）
検査内容
　問診、血圧測定、尿検査、身体計測、腹囲測定、血液検査、診察
※昨年の健診データなどを参考に、診査の結果に応じて必要な方には貧血
　検査、心電図検査、眼底検査を実施します。
※75歳以上の方には腹囲測定を実施しません。
受診場所　市内の指定医療機関（詳しくは各保健センターへお問い合わせください）
実施期間　平成23年２月28日㈪まで
申込受付期間　平成23年２月４日㈮まで
申込方法
○18～39歳の方：各保健センターへお申し込みください。
○国保に加入する40～74歳の方：指定医療機関に直接予約してください。
○後期高齢者医療制度の加入者：各保健センターへお申し込みください。
注意事項
○個別健康診査を受診すると、総合健診の健康診査は受診できません。
○国保の短期人間ドック・脳ドックを受診した方、受診予定の方は、個別
　健康診査は受診できません。
○国保に加入する40～74歳の方は、受診の際に「被保険者証」と「特定健
　診受診券」「質問票」が必要です。特定健診受診券と質問票は、５月に
　国保医療課から対象者へ郵送しています。
○後期高齢者の申込者には「後期高齢者健康診査受診券」を送付しますの
　で、受診の際にお持ちください。糖尿病、高血圧性疾患、心疾患などの
　生活習慣病で医療機関を受診されている方は、健康診査を受ける必要は
　ありません。

個別健康診査について詳しくは、広報さいじょう４月号に折り込みの
「平成22年度健康カレンダー」をご覧いただくか、各保健センターへ
お問い合わせください。

　骨粗しょう症の予防は若い時から自分の骨の状態を知っ
て、対応することが大切です。５年に１度の検診ですので
対象の方は、積極的に受診しましょう。
検査内容　かかとの骨量測定
対象者　平成23年３月31日現在において、
　　　　40・45・50・55・60・65・70歳の方
　　　　※骨粗しょう症で治療中の方は受診できません。
申込先　各保健センター（電話申込可）
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休日の当番病医院

平日夜間の当番病医院
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マリンレジャー夏季安全推進活動
７月１日㈭～８月31日㈫

全国海難防止強調運動
７月16日㈮～31日㈯

　海上保安庁では大切な命を自分で守るために、そして、一
人でも多くの人を救助できるように、次の３つを基本とする
「自己救命策確保」を推進しています。

　「海難ゼロへの願い」をスローガンに、海難防止思想の普
及・高揚を図ることで、海難の発生を防止することを目的に
実施しています。

①　ライフジャケットの常時着用
②　携帯電話などの連絡手段の確保
③　海のもしもは！１１８番

①　しっかり見張って早めの衝突回避
②　出航前点検の励行

今治海上保安部
海難防止強調運動今治地区推進連絡会議

保 ②
うみまる うーみん
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部
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で
い
ま
す
。 ▲80年有余の時間が過ぎてもその幾何学的デザインは美しく

小松総合支所

小松局

中山川橋

〒

N
196

149

伊予小松
11

中山川大橋

No.59　コガラ（留鳥）
　全長12.5㎝、スズメより小さいシジュウカラの仲間。黒いベ
レー帽をかぶったような頭が、よく分かる識別点です。
　一年中、石鎚山系の広葉樹林、針葉樹林帯に生息し、登山道
でもよく見られます。樹上性で活動的、二足とびで枝から幹へ
と移り、枝先にぶら下がり餌を採っています。

撮
影：

十
亀
茂
樹

　

          
第
62
回　

 

中　

 

山　

 

川　

 

橋

平成22年5月末日現在
住民基本台帳登録数 ( )内は前月比

人　口　114,766 人 （＋15人）

　男　　  55,017 人 （＋13人）

　女　　  59,749 人 （＋ 2人）

世　帯　  48,064世帯（＋25世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）
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※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

1000円

500円

７
日

小ホール
大ホール

大ホール
小ホール

11：30
㈱デューク　　　　　　　　℡089－947－3535

12：00
水21
土
日25

24
18：00
13：45
9：30

18：30
14：00
10：00

大ホール13：00 総合文化会館　　　　　　　℡0897－53－5500

西条市民吹奏楽団（髙畑） ℡090－3461－7570

日18
月19

大ホール13：30 板東ゆう子ジュニアバレエ事務局　℡0897－53－240514：00
13：30

日11
大ホール13：30

みずほ倶楽部（髙橋）　　　℡0897－56－1716

西条竹ダンス（若原）　　　℡0897－56－6348

西條歴史文化事業実行委員会（塩出）℡0897－56－8802

14：00４
9：30 西条市総務課　　　　　　　℡0897－52－1256祝宴参加費

500円
大ホール
小ホール10：00土３

無　料
無　料

6000円

無　料

無　料
小ホール水

木
28
29 9：00 西条市高齢介護課　　　　　℡0897－52－1292無　料

【７月の休館日】 毎週月曜日（19日開館）、20日㈫

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500

ビギン20周年うたの日10周年だから今年はうたの年ツアー2010
紀州九代藩主　治貞公の藩政

“さいじょう”コーラスフェスティバル
板東ゆう子ジュニアバレエ　15周年記念発表会

社交ダンスパーティー

みずほ倶楽部カラオケ発表会

西条市民吹奏楽団　第10回サマーコンサート
西条市栄典受章者祝賀会

高齢者趣味の作品展　※28日は17時、29日は14時まで展示

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

木
金

22
23

７

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

14：0013：30
12：30

オルケスタ・セトウチ（谷口）℡090－1579－5597
全　館吹奏楽クリニック

13：00 樋口　　　　　　　            ℡089－966－5113無　料大ホール
土17 13：3013：00 西条市青少年健全育成協議会　℡0897ー52ー2355

2500円

大ホール西条市青少年健全育成市民大会
プチコンサート

土
日

10
11 9：00 東予富貴蘭会　　　　　　　℡090－3184－8666無　料

無　料
富貴蘭展及び即売　※10日は17時、11日は16時まで開催

日４ 9：00 9：30 うしろのしょうめんだーれ　℡0898－73－2207無　料大ホール
会 議 室

うしろのしょうめんだーれ　26周年歌謡祭

日25 13：30
9：00

14：00 Ｌダンススタジオ（塩見）　℡0898－72－5285無　料

無　料

大ホールＬダンススタジオ　第18回発表会2010
火
水

27
28

土31 13：00 13：30 西条市危機管理課　　　　　℡0897－52－1284小ホール暴力追放市民講習

【７月の休館日】 毎週月曜日（19日開館）、20日㈫、21日㈬

月19
アタゴジャム2010　アフロらてん祭り月19

200円 丹原文化会館　　　　　　　℡0898－68－3555
小ホール

全　館吹奏楽クリニック 9：00 200円 丹原文化会館　　　　　　　℡0898－68－3555

　市内コーラスグループの活動成果を発表
する場として、また、次代を担う人材の育
成・交流を図るため、今年も“さいじょう”
コーラスフェスティバルを開催します。　

開演：13時30分
場所：総合文化会館

出演グループ
いいおかコーラス、エコー・おおまち、オレンジペコ、小松フ
リューゲル・コール、西条葵コーラス、西条北中学校合唱部、
西条高等学校合唱部、西条市民合唱団混声コール・エコー、西
条少年少女合唱団、西条東中学校音楽部、さくらコーラス西条、
たちばなコーラス、男声合唱団「我夢」、丹原福寿草合唱団、
パストラーレ　（五十音順）
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